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F
附さ
れ
た
操縦
席の
前方に
は
・
航に
機
体に
伝え
るこ
と
が
で
き

，、＆
限ち
舷む
よ‘つ
な一μ
互の
太
肌附が
廿川

る。
そ
れ
ば
か
り
か、
飛
行
昨吋に
お

〈
噌岬い
てい
る＠
まぽ
ゆい7
月の

ける
幽恨
械b引山
体の
徴妙
な
反応か
ら

問
光が
操縦
山叩に
充ち
あ
ふれてい

向
分の
．山勾
体の
M門千
何万
倍を
趨．え

るa
令
．凶勺を
孟く
て
．伴いG
ス
｜
ツ

る
医大
な
力や』も
感じ
取るこ
と
が

に
ピツ
チ
リ
と
包
んだ
林
立果は、

で
き
る。

にU

AFT

内もとに
汗が
穆み
山山
し、
伐かに

こ
の
力は
熟
練し
た
テ
クニ
γ
ク

衣
服が
貼りつ
くの
た
準じた。

に
よ
り、
自
分の
身
体の一
郎に
な

〈
なぜ
汗が
山るの
だ
ろ
う？
黙

っ
てい
た・
何とい
う
強
大
な
生
命

必し
たの
だ
ろ
うか
？
V
彼は
心
中

み！
それ
は
訂
巡
を
炎き依
り、

ひ
そかに
思っ
た。
八
昨日
受けた

時
間そ
追い
か
け、
一
切の
自
然の

異
動
命
令で
睡
眠
不足
な
んだ
だ

法
川の
米縛仇Va
懸
命に
絞
り
切
っ

が
今は
飛
行
中だ、
しば
らく
は
何

て、
あの
神
磁
的な四
次元の
世
界

も
考
え
る
まい
V

へ
と
入っ
てい
こ
うと
する：：・

伎は
注
予で
路市叩の
様の

酸素調

うっ
すら
と
し
た
綿
雲が
強
烈
な

節ボ
タ
ン
を
探し
あ
て
ると、
大
き

太
陽に
照ら
され、
銀
白
色の
やわ

く
ひ
ね
り、
透
明な
殿
山荊マ
ス
タか

ら
か
な
絹
糸玉の
よ
うに
蹄い
てい

ら
でて
く
る
微かに
甘
み
を
椛
ぴ

る。
下
方、

高度2
0
0
0
Mの
あ

た
敵ぷ
を急い
で
何
度か
吸い
込ん

た
り
だ。
さ
らに
その
下は
経
し
な

だ・
阪の
なか
が
すっ
き
り
して、

〈
キラ
キ
ラ
と
郷〈エ
メ
ラル
ド
色

身
体
小の
ほ掛
川取がほ
ぐれ
る
よ
うな

の
泌だ。
淡
此色の
抗州
湾は
も
う

気が
し
た。

述く
雌れ
て
し
まっ
た。
こ
こ
は
広

膝の
川に
州立
してい
る
太〈、

大な
古
前叫の
上
告で
あ
る一
は
るか

撚
作の
し
や
すい
県
縦
制作は、

力強

彼方の
水．平
総に
灰
色のゴ
マ
粒の

い
お
乎で・米か
く、
軽やかに
撮ら

併れ
が
現れ
た。
こ
のゴ
マ
粒の
よ

れ、
両
足で
経く
踏んでい
る
厄
爽

う
な
点は
た
ち
ま
ち
大
き
く
なっ

方
向
舵と
相呼
応
し
てい
る。
彼は

た。
レ
ー
ダ
ー
装
泣で
た
しか
め
る

臼
分の
ぷ
阿と
．製
氷と
を
梅
川
的な

まで
も
な
く、
ひ
と
刊で
それ
が
舟

刈か
な
品川
作を
通じ
て
ぷ
令に、
過

山
昨ルで
あ
るこ
と
が
わか
る・
ζ

の
飛
行
鉱山
路に
休な
来は
よく
馴れ

てい
る・
こ
こ
で
後は
新
型

車首迷

戦
閣
内械の
新しい

和陪法
をつ
く
り

だ
し
た。
また、
コ．
俄
辿
絞
迎
常
戦

法
も
まと
め
あ
げ
た。
お
侭
空一
攻
品川わ

技
術
を
附料水
し
仏閉め
たの
もこ
こ
で

ある。後は
飛ぶこ
と
が
何よ
り
も
好き

で、
飛
行技
術
を
熱心に
考
案し、

研
究し
てい
た
現
在の

飛行技
術

研
究
開
発の
仕収に
も、
『剛
氏」と

い
う
峨
務
上の
地
位に
ぜ円
満足
し
て

い
たの
に、
なぜ、
核一
清
司
令の
呉

法曹思
は
自
分
を
空
軍
第五
市
独立
聞

か
ら
ひ
きは
な
し、
無
味
乾
燥
な
行

政の
仕ドへ
配
転
するこ
とに
し
た

の
だ
ろ
うか
？

彼に
とっ
て
は
すでに
生
命の一

部
と
なっ
て
し
まっ
た
「五
O一
」

サ
峨
闘陰
影・
離れて
北
京へ
行く
な

ど、
ほ
んと
うに
い
や
なこ
と
だっ

た。
ま
して
や
現
十代あの
紅
衛兵と

も
か
大
騒
ぎ
してい
る
北いがに
など

。予
定の

飛行計
画に
よれ
ば、
彼

は
－M度7
0
0
0
Mで
大
衡
山の
レ

ー
ダ
ー
恭
助喝の
同削減
を
通
過し、
そ

の
後、
北
北京に
進
路をとり、
ガムに

ぬ
附
し
て
川州
総
本ム
岐に
進入、

仮出

官
。
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女
及
川
液炉
開
始
することに
なっ

てい
た ゆ

すべ
て
兵常なし 。
膝の
前中
央

に
あ
るレ
ー
ダ
ースコ
ー

プに
は
彼

に
従っ
てい
るこ
機の
僚
機は
うつ

ら
ない 。
しか
し 、

岳僚と
底
力夫

の
三
協同が 、
叫んハに

正
確に
戦
闘隊形

》－と
り
ながら 、
忠
実に
あとに
続

い
てい
るこ
とは
H凡なく
て
もわか

っ
てい
る 。

lk年の
経験か
ら 、
帥刊に
割引
荘の

よ
うに
泣
子
盗
聴
装置の
向肢に
発

達し
た
時代では 、
無
線
通
話を他

人に
滋
聴され 、
市
ポ
行
動口的を

知
られ
るこ
と
ゆゼ
防
ぐために 、
空

小では
航
機との
戦
闘時以
外はマ

イ
クロ・ソェ
lプ

ル－
使っ
て
通話や

行う 。
必地 、
あるいは
僚
機との

hx－dt
すべ
てdrlタ
リン
グ
於t

を佐川
する 。
その
方
法は 、
餓か

－一一
桁の
数
・チを使川す
る
だ
け
だ

が 、
千種
類もの
異っ
た
数
字符号

に
組合すこ
と
が
で
きる 。
その
数

乎の
組合せの
中で
脈
号と
して

規

定され
た
もの
は三
十数
mm
類余り

だ 。
市
市
川
Jとし
て
の
組
合せ

数
字以
外に
も 、
それ
ぞれの
中
隊

に
は
彼等の
問だ
けに
通じる
暗
号

があり 、
その
中の
ある
もの
は
す

でに
軍の
合
古
楽に
なっ
て
し
まっ

てい
た 。
例えば 、

，6
42’
は
中

ののし

悶の
布名な
朋り号n柄米
「他

店期
的」

（く
そっ 、
高生め
！）

で
あ
り 、

．866’
は．カ
l

ルフ
レン
ドと

の
デ
ー
ト
かe
S
味する・・・：・
等で
あ

る 。
江
市 ．川干の
張
市・日でさ
え 、
人

金
山もる
1二
は
し
ょ
っ
中 ，61

2’
Jv’e使っ
て
悠悦4V守
党倣させ
て

い
た 。近一切では 、

意味の
わか
らね
数

字が
で
きて 、
社会政
治
運動に
ま

で
関
述するよ
うに
なっ
たの
で 、

軍の
党
委以
陳
耕
雲政
治
委只は 、

数
千を相組
合せ
て
日
常生
活の
中で

使
うこ
と
を相．抑止
する
旨 、
再三
命

令を山し
たが 、
効
果は
ほ
と
んど

なかっ
た 。

突
然計
総
縫の
右
上
端の
赤い一旦

ラ
ンプが
点
滅しは
じめ
た 。
同
時

に
データ
リ
ン
グ
装置に
も ，00

4’
と ，3
7
5’
のコ
稲一の
数
字

がか
わるが
わる
映し
出され
た 。

こ
れは
究怖
必
地の
作
戦初
卯郊の

コ
ール

サイ
ン
と
命令
伝述
開始の

以
ヂで
ある 。

林立
川水は
即
座に
応
答ボタ
ン
を

抑し 、
記
録災
問をセッ
ト
し
た 。

彼が
左に
操縦
料
を倒し
た
尾
翼

方
向
舵
を経く
ふ
hu
と 、
このM
J

の
取さ
が
ある
戦闘
機は
た
ち
まち

左
旋悶
し
て
下
降しは
じめ
た 。
左

手で 、
述給
し
てい
るスロッ
トル

を手
前に
ひい
てパ
ワ
ー

を
し
ぼ

り 、
ホ
乎で
uMに
抑す
カを強め
る

につ
れ
て 、
硬
質プラス
チッ
ク
製

の
透
明な
操縦
席の
先
泌に
あっ
た

水
千な
地平
線が 、
ゆる
やかに
上

外し 、
四
十五
度に
傾い
た 。
エ
ン

ジ
ンの
推
進力は
減っ
たが 、
旋閉

して
下降する
狐
烈
なスピ
ー
ド

は

依
然とし
て
林
忠
川氷点管
制刊縦
席の
背

注·�•＇ T �蹴 ．鴨川
1 9 6 6年8月5目、 毛沢東は自ら「司令官官を砲怒せよJ
という、筒に劉少ヨ置を従事lする大字報告書いた．写真は
その大字殺をかかげてデモする紅衛兵たち。文化大革命
の大字事自の怨初は同年5月、北京大学内に蛤られたもの．

b
たれにぴっ
た
り竺的
りJ
かせ

4’ ・
ア
丸 、
どん
な
特
徴な
動
作に

も 、
強
大な
立
志と
力と
が必
泌だ

っ
た 。林

立
呆の
剛明るい
践は 、
じっ
と

電波
高度
汁の
メータ
ー

をみつめ

てい
る 。
ぐる
ぐると
早い
速成で

まわる
緑
色の
光
を
静
ぴ
た
指
針

は 、
ちょ
うど
時
けの
針と
反
対方

向に
回っ
てい
る 。
高度は500

0ν川13000
12
0
o
o
－－

ooo－－－：・と
下っ
てい
く 。

林立
泉の
よくととのっ
て 、
き

－ba・

りりと
ひ
き
緊っ
た
頬の
筋
肉がピ

ク
リと
動き 、
尚く
鼻
筋の
通っ
た

ら
だ
J
に
い什
が
・火
き
H
て、y
hz

。
よ
う
な鋭い
眼
光が
向
山成時川
を也概

観
してい
る。40
0
Mの
リカバ

リ1・
ポ
イ
ン
ト〈
引
起し
高度〉
が

近づ
い
た 。
しっ
か
りと
扱っ
た
保

縦停はこ
の
時右
手で強
く 、
ゆっ

くりと
胸元へ
引き冴せ
られ
た 。

戦く
方向舵を獄
むと 、
まるで
猛

然と
お
そいかかっ
て
来た
海が 、

こ
の
時近づ
く
迷度をゆるめ 、
働問

縦室の
k織に

傾きつつ
緩いか
ぶ

さっ
てい
た
水 ．平
総も 、
ゆっ
く
り

と
水平に
なっ
て下っ
て
きた 。
高

度1
00
Mで
水平飛行に
反っ
た

の
だ 。
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低
空
飛
行
に
あ
る
精
神
の
晶
り

マッハ
0・
七とい
う
速度で
飛

んでい
る
現
代の
ジェ
ッ
トパ
イロ

ッ
トは 、
も
し

高空を
飛
行
し
た

り 、
あるい
は
すっ
か
り
慣れ
てい

るコ
lス

内で 、
地上の
附碍物 、

例えば
丘 、
鉄
塔 、
家屋 、
向圧
線

などより
諮かに
向く
飛んでい
る

時 、
とっ
さの
場合に
前
方の
計
総

類を
見て 、
エ
ン
ジ
ンの・泊皮 、
油

圧 、
電
圧が
正
常か
否か
を踏め
る

以
外は 、
主に
注
怠カを
方
向指示

器と 、
高度及びレー
ダー
袋
世に

集め
てい
る 。
音
波に
近いスピ
ー

ド
なのに 、
前方と
両
側に
対する

相
対
的な
比
較
物体
が
少
な
い
の

で 、
スピ
ー
ド

感が
なく
なり 、
時

に
は一
戦の
静止
状態に
陥ゥ
たよ

うな
鈴川%が
おこる 。

飛行経
験の

少ないパ
イロ
ソ
トは 、

夜間
飛行

中 、
地上の
灯が
天
益
に
反
射
し

て 、
上
下の
方向さ
えも
分ら
なく

なる 。
こ
れ
を
解決
するに
は
もち

ろん
完
備され
た
計
お
が
必
袋
だ

が 、
経
験を積
んだパ
イロッ
ト

は

計
様など見る必
要は
ない 。
思考

カも理
諭もい
ら
ない 。
ただ
感覚

に
頗るの
で
ある
｜｜つ

まり
尻の

圧
力感で
分るの
だ 。

婆するに 、
肉
筆を非戦闘状
態

で
飛行し
てい
る
時は 、
精
神
を集

中する必
－裂が
あるとはい
え 、
そ

の
村神的な圧
力は
決し
て
大き
な

もの
では
ない。
地k
述絡の
協
力

I
：

 

ゃ 、
先m誌
な
飛行
d
州 、
細山市で正



｜ 作者のことば夏之炎 ｜ 制E蹟謂

こ
の
作
品
は
寸
北
京
の
い
ち
ば

織
力
闘
争
と
呼
ぶ
に
せ
よ
、

中
間

ん
然、
い
え、
L
ハ
日

年
度
文
容

谷

秋

共
産
党
段
上
M
の
人
事
の
変
化
は

読
者
賞
受
賞〉、
「
絶
対
零
度
下
の

か
な
ら
ず
れ胤
下
射
の
人
民
に
大
き

斜
」

に
つ
・
つ
い
て
件
い
た
三
番
目

な
変
化
を
引
起
こ
し
ま
す
。
生
活、

の
小
説
で
す
。

こ
れ
は

林
彪
そ
の

仕
明、

思
忽、
リ
で
し
て
人
生
の
口

人
を
主
人
公
に
し
た
小
必
と
い
う

的
に
ま
で
修
帽刊
を
与
え
ま
す
＠

よ
り
も
、

林
彪
事
件
が
起
こ
っ

た

こ
の
小
説
を
符
く
た
め
資
料
を

原
隠
と
そ
の
社
会
的
な
狩
放
を
郷

抑制
め
て
い
る
う
ち
に
、

十
政
年
来

こ
う
と
し
た
も
の
で
す

の
中
関
人
民
が
受
け
た
術
普
と
庄

虹
は
災
し
い
光
の
環
で
す
が
、

迫
は
い
か
に
ひ
ど
い
も
の
だ
っ

た

毘

っ
か
も
う
と
す

空
虐
な
も
の
で

の
玉
座
と
も
い

席
」

に
、

そ
れ

と
が
で
き
ま
す

人
民
は
大
地

は
な
れ
て
リ
て
の

を
追
い

求
め
る

ど
う
な
の
か
、

あ
ま
す
と
こ
ろ

す
。

帥阿
綜
闘
争

磁な
笠
備な
どが、
パ
イロ
ッ
ト
に

十
分な
完全
感
を
与え
て
くれ
る。

・3
e

死と
向い
合う
危
娯
な
ど
全
然必
要

ないの
で
ある 。

だ
が 、
低
空飛
行は
ま
る
で
述

ぅ 。

時速が600
♂
に
近
づ
く

と 、
様体の
両
側
ιr猛
烈なスピ
ー

ド
で
巡り
すぎる
物体は 、
た
だ一

か
た
まりの
影に
すぎない 。
肉
眼

では
もは
や
その
形や
色の
比
分け

はつ
か
ない 。
UM
方に
たっ
た
今日λ

えた
烈点は 、
神経が
十
分に
反
応

する
前には
るか
後
方に
飛ぴ
去っ

てい
く
人
間の
間
作
神経の
反射

能
力が
人
聞が
作りだ
したス
ピ
ー

ドにつ
い
てい
けなく
なるの
だ 。

人体の
場%とスピ
ー
ド

反応の

不
足を紛
うために
と
りつ
けられ

てい
る，
地
形回
避
装
置’
はレ
ー

ダー
の
発達とと
もに 、
超
低
空飛

行技
術の
む
ずか
しさ
を多少なり

と
も解
決して
くれ
た 。
しかし 、

漬
物
党
の
楽
し
み

パ
イロ
ッ
ト
の
負担が
兎く
なっ
た

こ
と
も
確か
であ
る。

こ
こは
咲
澗
列
島
海域で、
大
小

数宵の
総
の々い何
が 、
一
望千笠の

紛
おの
浴
中に
そ
そり立ち 、

波以

が
まるで
白い
花
環の
よ
うに
茶
制

色の
岩
をと
り
やい
てい
る 。
これ

らの
すべ
て
がみ
んなアッ
とい
う

間に
消えて
し
まっ
た
林立
来は

は
るか
泣く
針路の
前ぶを
じっ
と

且つ
め 、
会
内討の円以
心力を
必中し

た 。
耳は
注
怠浅
く池
上
後近
終日報

装
置の
絶え
まなく
発するビ
1ピ

ーとい
う
伝
号音を
聞い
てい
る 。

峡澗
列ぬを迂
凶し 、
彼は
沿作

の
各レ
ーダ
ー

拠
地が
彼を
見
失っ

た
こと
を
mmいした 。
これ
が
今回

の
作
戦訓
練飛行の
第一
段
階で
あ

り、
さて、
こ
れ
から
彼は
攻師事
行

動に
移ろ
うと
してい
た 。

高度は
引き
絞きω
Mに
保っ
た

ま
まだ 。
エ
メ
ラル
ド

色の
ぬ々
が

（
女
催）
司

葉

子

私
は
大
の
大
の
坑
物
党
で
す。

投ハ
ネ
の
ぬ
か
づ
け

は
勿
冶、

私
が
F
を
つ
け
ま
す。

X
お
前
物
を
盛
合

せ
る
小
鉢
等、

ふ
ら
っ
と
町
に
山山
た
締
り
求
め
た
り、

あ
る
時
は
凶
合
の
・百
道
九
Mm
さ
ん
で
伊
必
削れ
や
む
川

燐
の
鉢
を
日比
つ
け、

夕刊
川
の
出
物
に
九日
せ
て
使
い
わ

け
淡
し
ん
で
い
ま
y
e

こ
れ
ら
の
器
は
州
政
か、

ぷ

の
出
物
に
ひ
っ
た
り
川
和
す
る
も
の
で
す
。

な
か
で

も
千
枚
出
は
大
好
物、

小
さ
い
た
る
な
ら
ペ
ロ
リ、

む
沼
の
つ
ま
み
で
い
っ
ぽ
い
か
た
む
け
ま
す 。

議つの⑤＠

� 

λ� 
、
！＼

＼ 

今
週
の
数
字
三
百
五
＋
叫間
近鉄
を治
M
t．
ト捌か
グりで
引む
寸る
氷川符也n
rはド
仁
ナLか聞で
合
川・品
川明p
ρ

弘HU
hwm

h併に←

次
ぐ

．
h
h
十
勝
セ
マ
1
7．

ょ
た
フ
ロ

叫川
崎叩
叫川
ω
H
h
’4
伐
似
九．
h
問
ト
LH
ぷ
へ
H
な
E
W
か
し
い

必
μ
b乱
伐
し
て
レ
る‘
－

かす

稲克の
よ
うに
左
右を
鯨めとぴ 、

操縦席内の
耳を
刺すよ
うな
伝号

音が
混り
合う
中 、
低
空
飛
行
で

しか
・味わ
うv」
との
で
きない
強
烈

なス
ヒ
l
ド
感に
、

林立
仰木は
この

たか怠

上もない
村林の
締りを
九五えた 。

この
時 、
彼は
すでに
自
分の
肉体

とい
う
存在を
無視してい
た 。
芯

志と
自
信と
カだ
けが
心行
犯してい

た 。
そして 、
あ
らゆる
もの
がこ

の
強大無比な
戦
闘機に
結集し 、

溶け
合い 、
分かつ
ことの
で
きぬ

混
合体と
なっ
た
。

レ
ーダ
ー

装
置の
上
倒に
ある
前

方の
附呼物
を
許告する
亦ラン
プ

が
突然光り
則した 。
林立
川水は
tm

ち活い
て
少し
機行を
起した 。
ロ

度はm
M 、
100M則 。

海に
別れ

を
告げた 。
緑の
大
地と 、
銭の
よ

うな
期間や
河
川が
前
方に
きらめ
き

現われ
た。
赤ラン
プ
が
また
光っ

た・

55 
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�IJ続調
ス
ロ
ッ
ト
ル
を
絞っ
た
の
で
、
述

度
AM
ゆ
る
そ
カ
ペ
な
り 、

後
必
鉄
道

沿
い
に
西
へ
向っ
た 。
今
ま
で
極
度

に
間取
り
つ
め
て
い
た
神
経
も
ゆ
る

み 、

問茅3
の
余
裕
も
で
き
た 。
現
災

の
世
界へ
反っ
て
き
た
の
だ 。

レ
ー

ダ
ー

ス
コ
ー

プ
に
は
、
今
回

の
訓
練
品川
耐
中
に
彼
を
拠
京
し

迎
怒

に
く
る
は
ず
の
飛
行
機
の
彩
は
見
つ

か
ら
た
かっ
た 。
な
ぜ
だ
ろ
う
？

ま
主
か
第
四
中
隊
の
策
敬
事
は
こ
ん

な
に
役
な
た
ず
で
は
あ
る
ま
い
に 。

シ
ー
ト

の
右
側
の
亦
ラ
ン
プ
が
点

た 一
M－叫・’f
拡
に
0
0
4
と
3
3
3

の
数
字
が
現
わ
れ
た 。
こ
れ
は
「

す

ぐ
さ
ま
飛
行
場
へ
財
投
せ
よL
と
の

緊
急
命
令
で
あ
る 。
ど
う
し
た
の
だ

ろ
う
？

ま
さ
か
底
力
夫
が
悦
放
で

も
？

そ
ん
な
は
ず
は
な
い

で
は
倣
状
に
変
化
が
あ
っ

た
の

か
？

こ
う
思
い
つ
く
と
心
機
が
不

忠
に
キ
ュ
ッ
と
なっ
た 。
AY
は
訓
練

飛
行
中
な
の
で
対
笠
ミ

サ
イ
ル
と
燃

料
補
助
ず
ン
ク
も
淡
似
し
て
い
な
い

し 、
現
在
の
燃
料

は
あ
ま
す
と
こ
ろ

わ
ず
か
五
分
の

．
だ ＠
まっ
た
く

6
4
2

Lハ
く
そ

号 、
治
生
！）

た 。

彼
は
素
早
く
地

上
の

空引
第
五
市

の
防
備
の
配
置
状

況
を
胸
骨仲
周
し
て

い
た ・
q
v
第
五

本
は
附
凶叫
し
て
い

る
尚
射
砲
と
レ
ー

ダ
ー

郎
陪
の
ほ
か

に 、
迎
令
部
隊
を

主
と
し
て
碍
州
及

び
衛
州
基
地
に
配

置
し
て
あ
る 。
そ

こ
の
六
つ
の
戦
闘

機
凶
に
は
ソ

速
の

ミ
グ
川同
型
を
基
本

と
す
る
改
造

潮騒

F
が
配
備
さ
れ
て
い

4崎り2事国1
ミ 江命の9

三4膏 を紅6
� 、右足術6

言語 周 う 兵 年
怨百t皇B
来万5正月匹
、人を18
林袋行自

／’王手彪会な 、 t
; f語、色 つ毛
菅·＇；＇］ ニひた沢！ 人ら w. 河 おかプ主いれロ席てたレは
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・ミ

る
の
で 、
も
し

上
告誌
を
μ
犯
す
る
敵

識
が
F
胤
却
な
ら
何
の
心
配
も
な
ー

が 、
万一
や
っ

て
く
る
の
が
F
4
だ

と
い
さ
さ
か，』
と
は
面
倒
に
な
る 。

こ
こ
数
年
米
、
こ
の
ミ
グ
四
裂
般

に
も
ミ
サ
イル
を
拡
峨
し 、

川山
子
装

抗
を
改
良
し
た
の
だ
が
、
述
カ
が
あ

ま
り
出
な
い
と
い
う
欠
陥
は
線
本
的

な
設
計
問
題
で
あ
る 。
迷
力
が
出

ず
、
上
が
カ
が
弱
い
と 、
F
4
に
出

巡っ
た
時
に
は 、
相
手
の

発射
す
る

対
空
ミ
サ
イ
ル
か
ら
逃
れ
ろ
の
が
関

の
山
で 、
そ
の
後
、
追
跡
す
る
術
も

な
く 、
敵
機
は
泌
か
彼
方
へ
逃
げ
て

し
ま
う 。

い
ま
林
立
川水
が

燥殺
し
て
い
る
新

刷
機
は 、
速
力
の
点
で
も 、
上
川介
力

の
点
で
も
す
べ
て
F
4
に
勝っ
て
い

る

し
か
し 、
こ
の
新

制下．織
は
目
下

の
と
こ
ろ
ま
だ
実
戦
の
経
験
が
な

く
、
機
数
も
少
い

い
ま
飛
符
中
の

何
の
武
装
も
し
て
い
な
い一ニ
機
の
他

に 、
地
上
に
mmっ
て
い
る
の
は
三
例

中
隊
だ
け
で
あ
る 。

万一
彼
ら
が
まっ
し
く
ら
に
飛
び

立
ち
敵
を
迎
え
按
ち
、
繋
ち
宮治
さ
れ

て
も
し
た
ら
、
部
隊
の
名
替
を
傷
つ

け
る
ば
か
り
か 、
自
分
の
貨
任
に
も

な
る 。彼

は
立
を
決
し
て
戦
闘
規
則
を
絞

り 、
通
認
ボ
タ
ン
を
制作
し

、
刷
出噌
元

に
あ
る
ス
ロ
ッ
ト
ル・
マ
イ
ク
で
せ

き
こ
む
よ
う
に
呼
ん
だ ‘

J
U
0
4 、
0
0
4 、
こ
ち
ら
は
5

0
1 、

応
答
願
い
ま
す」

Sr 
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飛
行
期ヘ
ル
メッ
ト
内の
両
側の

イ
ヤ
ホ
ーン
を
通じ
て、
はっ
き
り

し
た
戸が
流れ
て
来た。
話
し
方で

す
ぐに
覧
縞
基
地の
作
戦
指
州
主に

い
る
設
参
謀
だ
と
分っ
た

寸5
0
1、
5
0
1、
o
o
ー
よ
り

依
ちに
紛
投せ
よ」

「5
2
1
は
上っ
て
米
ま
し
た
か

？・L寸み
ん
な
下
で
君
を
待っ
て
い
る。

すべ
て
は
下
り
て
か
ら
活
す」

林
ぷ
叩本は
訓練
飛
行
を
中
途で
取

り
止
め
る
椴
カ
を
持っ
て
い
る
の
は

引
取
第五
年の
鋭
市中
長
し
かい
ない

こ
と
に
気
付い
た。
け
れ
ど
も、
そ

れ
は
仰の
た
め
だ
ろ
う
？

彼は
た
だ
ちに
州
投せ
よ
の
組
合

せ
数
字
を
デ
｜
タ
リ
ン
グ
批判明仇で
二

機の
僚機に
発
幻
し
た。
同
時に
機

首
を
下
げ、
込
降
下
し
て
いっ
た・

お麿Jは
狂っ
た
よ
うに
ぐ
る
ぐ
る

回
り、
大
地は
獄
然と
お
そい
か
か

る
よ
うに
拡
大
し
は
じ
め
た。
砲
や

か
に
治
ま
り
返っ
た
商
湖と、
日比
物

が
山扮机消
し
て
い
る
杭
州
市
を
ひ
と
と

びに
巡
り
す
ぎ
る
と、

ゃい川皮5
0
0

Mで
慢げ
を
立
て
直
し
た。
G
ス
ー

ツ
は
その
瞬
間
膨
脹
し
て
全
身
を
圧

迫
し、
阪
や
大
礎
部が
ま
る
で
タ
ガ

で
黙
め
つ
け
ら
れ
た
よ
うに
な
り、

呼
吸
さ
え
苦
し
く
なっ
た。
彼は
稲

ぷの
よ
うに
党
縞
飛
行
場の
上
空
を

駆け
抜け、
大
き
く
旋
回
し
て、
三

い品走
路に
治除
し
た。

7
月
半ば、
正
午、
地
上の
%
訟

は
とっ
くに
摂
氏一日一
十
五
伎
に
述

し、
い
く
ら
か
胤
が
あ
る
と
は
い

え、
真
上
か
ら
瓜
射
す
る
時
の
光

と、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
地
一聞か
らの

反
射
然
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
は
と
て

も
で
き
ない。
玉
の
汗
が
林
立
来の

ス
ポ
ー
ツ
刈
りの
ぷの
絞か
ら
吹
き

出し、
間に
焼け
て

赤茶色に
なっ

た
広い
額に
流れ、
珠
に
な
っ
た

後、
濃い
悶
ぞい
に
刺に
流れ
た。

林
立
川水の
削っ
きは
き
び
し
く、

引
き
緊っ
た
頬の
肌は
ピ
ン
と
絞

り、
胞の
よ
う
な
鋭い
刷
版は一
心

に
僚機五
O二
号機の
が
胞の
依
子

を
見
応け
て
い
る。

五
O二
号
機
が
正
確
な
角
度
と
迷

伎で、

主語
を
滑・必
路
上に
触れ、

機
笛
を
下
げ
減
迷
mパ
ラ
シュ
ー
ト

を
出
し
た
時、
林
立
来は
満
足
し、

25え

山河
を
観
し
て
被
上か
ら
地
上へ
下
り

て
来た。

桁抑加の
ピ
ル
か
ら
ジ
ー

プ
で
か
けつ
け、
じっ
と
待っ
て
い

た
お
かJ
ぷ
は
来い
く
か
け
寄っ
た。

－7u’u’uτydFu，

 

「

州取引泌が
良
山
門
で
お
待
ち
で

十，」林
立
燃は
彼に一
牲
を
あ
た
え
る

と、
綴り
返っ
て
総
修
組
長に
命
令

し
た。

寸
す
ぐ
に
隆
隆
準仰
を
し
て
おい
て

く
れ。
二
号・
三
号機も
同
様
だ」

と守
宮ノ
な
り
大
般で
ジ
i
プに
歩

や3てますか、
無税で貯蓄。
ぉ・・なでは、｜軍If；（の特別⑮ぞお使いです
か. ＞長年から貯1!iの統金が35°0にヲl上
りられるおり（分雄ぷ悦の犠合）、貯警は
無批の特典をフルに生かしたいもの．
判的は⑥と榊l⑥でこ常族おひとり側
万円まで無悦貯蓄ができます． み

万
り、
ぷ
り
込
ん
た。

シ
l
プは
打線一
一刷の
平
副川
な
市川仰

を
山花っ
て
い
る。
林
立
朱は
車
中で

乎ば
や
くG
ス
l
ツ
を
脱
ぎ、
い
つ

も
がて
い
る
市
服に
店協飢え
た。
つ

ぱ
の
軟か
い
ポ
加
を
か
ぶ
り、
ヒ
サ

シ
を
目
深
く
さ
げ
た＠

家
参謀は
興
味
深
げに、
後
部シ

ー
ト
か
ら
品川
立
来
を
見
つ
め
て
い

る。
軍の
首
長か
ら
，
天
JM
と
讃

え
ら
れ
て
い
る
こ
の
H
年は、
1
9

6
6
年8
刀、
ハ
ル
ピ
ン
叩
引ヱ
明日

学
院
か
ら
保
定
第
八
航
空
学校に
転

校
し
たョ
ドヘ
ハr
凶
年生
の
仙仲
良
裂

は、
たっ
た
四
カ
月で、
他の
学生

が二
年か
か
る
基
礎
学
科と
中
級
成

行
課
程と
を
修
了し
た。
前
例
を
放

っ
て
今
年明
年の1
月に
は
成
仰の

市
守航
空
学
校に
転
入
し、

国必の

新
型
超
音
速ジェ
ッ
ト
収
邸
機

寸
織
幻三
型」
の
訓州刊
を
受
け
る
こ

と
に
なっ
た。
4
月に
は
ま
た
そこ

国債貯蓄で10年後9.28%の高亭��別、単利換算）
制 関 11001；刊すえお）I f'l!it制9
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を
ま
れ
に
み
る
俊
方
な
成
紛で
繰
り

上げ
本－
K
し
た。

その
頃、
空
米
司
令
部は
JA
作後

凶
年、
改
良に
改
良
を
小沢ね
た
訴
現

戦
闘
綴の
戦術
方
法
を
校
点し
て
い

た。
そこ
で
この
優
秀なパ
イロ
γ

ト
を
空
軍
司
令
郎
作
絞
定
置
伐の
第

五
空
戦
独
立
問の
凶
長
に
選
抜
し

た
そ
し
て一
般の
実
戦
部隊に
は
ま

だ
配
備し
て
い
ない
「
路
川一一一
主L

戦
闘
機
を
率い
て、
笹
川平
第五
ぷが

駐
屯し
防
備に
当っ
てい
る
淑
江
市

阪の
犯
総
飛
行
場で、
昂間
借地慣の
戦

術
研
究に
当
ら
せ
る
こ
と
に
し
た・

袋
会
謀は
湖
北の
出
身で、
年
齢

は
林
間
長よ
り
ずっ
と
よで、
第四

野
戦本
出
身
で
あ
る－
彼は
赦
初に

空
軍に
配
属
さ
れ、
地
上
勤
訪の
訓

練
を
受
け
た
仲
間の一
人
で
あ
る。

側
鮮、

制刑法
等の
戦
争の
泌総
を
経

．，z

 

て、
現
在で
は
述長
級の
指
祢
官で

｜国債｜
新日本証券

今週
の社字「二五－
FNμ人め独占のままヲ強
品』に終始Lた今年の七M2
1t2・Jトレlれどすにそのなか
五踊L山首火・に初

r

ーーーの－

d・
に
勺
け
た
T
hy
w
ト
は
M眠中作
品開U
H
政
を．
ハ叫
に
伸
ば
し．

町
内
G
．
u－
問OH
γ
，
フ
の
れ
六
十
｝
万
人
hT1山
NH
し
た
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艦砲闘苦言
あ
る。
依
は
は
じ
め
て、
わ
ず
か
二

は、
こ
の
務
い
同
長
が
か
な
り
伽
脳

十一

－rやい
たっ
た
ν
か
り
て

mFK
人

九
附
い
十
計
の
作
主
で、
人
に
近
翁

伝的ebu
れ
恥ん
と
の
務
者
に
会っ
た

り歎い
出
じ
を
与
え
る
こと 、
さ
ら

時、
心
中
穏
や
か
で
な
か
っ
た。
秘

に
尚
治
で
何
を
考
え
て
い
る
の
か
分

か
に
こ
う
思っ
た
も
の
だ。
も
し
刷

ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う。
こ
れ
は

総
思
と

同防
相
を旅
任
し
て
い
る
父

一
般
の
パ
イ
ロ
y
ト
述
の、
酬刷

業的

籾・
林
彪
の
七
光
り
が
な
か
っ
た
な

と
も
い
え
る
聞
け？
ひ
ろ
げ
で
則
ら

ら、
こ
ん
な

若造
な
ん
ぞ

防長
な
ん

か
な
性
特
と
は
正
反
対
で、
聞
く
と

か
に
な
れ
っ
こ
な
い、
と。

こ
ろ
に
よ
れ
ば
彼
の
父、
林
彪
の
性

と
こ
ろ
が
こ
の
三
カ
月
の
勤
務
ぷ

絡
も
そっ
く
り
だ
そ
う
だ
が、
こ
の

り
を
見
て、
彼
は
し
ん

底感
服
し
て

父
に
し
て
こ
の
子
あ
り、
と
は、
全

し
まっ
た
の
で
あ
る。
こ
の
若
く
退

く
よ
く．dっ
た
も
の
だ。

し
い
青
年
が
各
種
の
訓
練
計
画
を
た

裳参謀
は、
削減

館長
が
な
ぜ

突然

て
る
時
の
迅
速
さ
と
紋
密
さ、
そ
れ

に
訓
練
中
止
命
令
を
出
し、
た
だ
ち

に
計
同
を
災
行
す
る
際
に
は
少
し
も

に
林
団
長
を
呼
び
ょ
せ
る
の
か、
く

い
い
加
減
に
せ
ず、
率
先
垂
範
だ。

わ
し
い
事
的
は
し
ら
な
かっ
た。
空

指導力
と
組
織
カ
の
商
で
も
卓
越
し

軍第
五
年
の
隊
耕

安政
治
委
貝
が
作

て
お
り、
そ
の
上、
戦
術
を
総
指
す

戦
拘
抑当
で

桜軍HK
と
あ
わ
た
だ
し

る
時
の
適
磁
な
判
断
力
と
論
理
の
索

町内
に
電
話
で
話
し
て
い
る
折
に
耳
に

附
し
さ
に、
ぼ
と
ぼ
と
感
心
し
て
し

し
た
言
葉
の
端
々
か
ら
推
測
す
れ

まっ
た。

ぱ、
ど
う
や
ら
閣
内
の
楽
大
管
区
で

た
だ一
つ、
欠
点
と
思
え
る
の

重
大
本
件
が
お
こっ
た
ら
し
い
の
だ。

nu－
を
可
つ

手
量
3
2
54
え
ヒ
た
韮’
bp

園
町U
＝
ペノ ．
F
U
司
王千
百ほpdF， ．
1L
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21
343
4

－
M
出
と
い
う
「
大
乱」
に
ま
で
拡
大
し
た 。

こ
の
十
何
年
と
い
う
も
の、
北
方

湖の
西
岸
に
あ
る、
俗
に

劉必
と
呼

に
火、
い
李
節
が
やっ
て
来
る
と、
老

ん
で
い
る
山
に
あ
る
中

央山店
の
住

荻
ぎ
み
の
主
席
は、
き
まっ
て
南
下

宅
地
区
に
は
た
だ
な
ら
ぬ
空
気
が
た

し、
し
ば
し
の
問、
杭
州
で
寒
さ
を

ち
こ
め、
き
び
し
い歌山
戒
が
し
か
れ

避
け
る
の
が
常
だっ
た。
だ
が
1
9

て
い
た。

6
5
年
に
は、
も
う
秋
の
初
め
に
H十

1
9
6
6
年
の
お骨
に
な
る
と
人
民

々
と
杭
州
へ
やっ
て
来
た。

解
放
軍
の
総
参
泌
HK
・
癒
端
卿
が
主

酋
湖
は
い
つ
も
の
よ
う
に
穏
や
か

附
の
お
刊
し
を
う
け
て
や
っ
て
来

に
美
し
く、
色
と
り
ど
り
の
群
山
に

て、
主
席
に
報
告
し
て
い
る
時、
突

三
方
を
と
り
閉
ま
れ
て
い
た。
だ
が

如、

逮姉
され
た1
こ
の
命
令は
国

防
相
の
林
彪
が
出
し
た
も
の
で、
実

行

明則前聞
は、
杭
品肌

品行協
司
令
官・
主

新
根
の
率
い
る
中

央作仰
師
団
抗
州

駐
屯
部
隊
で
あっ
た。
天
地
も
ひ
っ

く
り
返
る
よ
う
な
党
内
の

奪権
闘
争

の

序幕
は、
こ
の
時
切っ
て
官治
さ
れ

た
の
で
あ
る。

こ
の

序幕
戦
の
時
期、
お
だ
や
か

で
般
か
な
耐
湖
は
急
に
中
同

共産
党

の
北
京
以
外
の
も
う一
つ
の
指
旅
管

制
の
中
心
地
と
な
り、
全
国
の

各首

長
た
ち
が
幹
が
り
集
る
場
所
と
なっ

た。

覚紛飛
行
場
で
は
述
日
飛
行
機

の

窪田
が
う
な
り、
中
央
首
長
を
釆

せ
た
飛
行
機
が

間断
な
く
緩
苅
陣
し

た。
4
月
中
旬
に
聞
か
れ
た
杭
州
政

リm
M常
務
委HH
拡
大
会
誌
を
総
て
か

ら、

同家
14
W叩・
劉
少
忠則
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ヤ
及
び
ピ
ル
マ
の
訪
問
旅
行
に

出
た。
諸
問
を
終
え
て
州
国
し
て
み

る
と、
あ
ち
こ
ち
で
泌
乱
が
起
り
船

め
て
い
る。
彼
は

市戸悠
を
派
く
う
れ

い、
す
べ
て
の
中
央
幹
部
た
ち
を
動

員
し、
工
作
グ
ル
ー
プ
に
組
分
け
し

て
そ
れ
ぞ
れ
の
下
部
組
織
に
送
り
込

み、
そ
の
カ
に
よっ
て
杭
州
か
ら
吹

い
て
く
る
嵐
を
阻
止
し
よ
う
と
し

た。
し
か
し、
集
中

攻懇
を
受
け
た

北
京
市

委員
会
の
崩
滋
は
防
ぐ
こ
と

が
出
来
ず、
人
民
大
会
秘
苫
長・
北

京

市党委
員
会
d
u
の
彰
哀
は
政
治

の
舞
台
か
ら
引
き
ず
り
下
さ
れ
て
し

まっ
た。

5
月
時
目、
別
の
杭

州会
ぷ
で
服

部
卿
の

界状
が
決
定
し、
ww
民
主似

と
す
る
も
と
の
文
革
五
人
グ
ル
ー
プ

を
解
消
し、
政
治

局常務

委員会
に

抗
臥
す
る・訴
し
い
中
央
文
箪
小
組
が

成
虫
し
た。
こ
の
新
し
い
文
革
グ
ル

l
フ
は、
顧
問
を
康
生
と
し、
組
・いK

に
陳
抽間
違、
刷
純一択
に
江
育、
張
春

橋、
組
貝
に
は
主
力、
関
鋒、
戚
本

局、
銚
文
元
等
が
名
を
巡
ね
て
い

スwaい
わ
ゆ
る
寸
五一
六
通
知」
を
発

布
し、
会
党全
人
民
に
修
正
主
義
に

間滞惜
し
た
実
権
派
に
対
し
て、
造
反

闘
争
を
勇
敢
に
押
し
進
め
る
よ
う
に

呼
び
か
け
た

し
か
し
北
京
の
党
中
火
は
依
然
と

し
て
会
同
の
も
と
か
ら
あ
る
党
の
組

織
系
統
を
文
配
し、
公

安系
統、
殺

明監槻
wmの
協
力
の
下
に、
減
給
な

や
り
方
で
北
京
を
は
じ
め
各
地
の
反

乱
を
鋲
圧
し
て
い
っ
た。
そ
れ
ら
造

反
し
た
少
数の
大
字
生
や
斡
部
労
働

者
た
ち
は
次
々
に
逮
捕
さ
れ、
反
革

命
分
子
と
孔
な
さ
れ
た。
7
月
上
旬

に
至っ
て
余
凶
は
ほ
ぼ

安定
し
た
状

態
に
なっ
た。

北
京
の
劉
少
奇
は
大
局
が

安定
し

た

柿況
の
下
で、
中

関共
産

党第
八

四
十－
中
全
会
の

招集
を
建
議
し、

党
内
の
規
約
に
よ
り

投擦
を
行
い、

毛
沢東
の

党主席
の
峨
位
を一
免
し

よ
う
と
し
た。
こ
の

期間中、
北
京

も
抗
州
も

回線首
な
忙
し
さ
だっ
た。

5i 
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Ah
悶に
欣
らばっ
てい
る
中
共小
央

委
口
位打干の
軍隊
を
除い
て
それ

ぞれ
北
がか
杭
州の
ど
ちらかに
か

けつ
け
忠
誠を
示した、
7
月間山
口

に
な
ると、
北
京に
か
けつ
けた
小

央
委此の
数が
あ
きらかに
多い
こ

と
が
分っ
た。

7
月げ
日
に
は
以
前か
ら
京
北に

駐
留
してい
る三
十八
本が、
軍
兵

・
牟
立
醤に
ひ
きい
られ
て
家
用列

山中で
凶
内入
り
を
強
行
し、
天
沖
を

終て
出
合に
けはし、
北ぃぷ
市を
包
凶

した。すべ
ての
軍
事
行
動は
同防
相・

林
彪の
指
搬に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た。
彼ら三
十八
本は
北
京
術
成司

令部の
臓慌の
接
収
を
終え
る
や、

翌日
に
は、
も
う
毛
沢
東が
何人か

の
山可
欠
次官
以そ
した
が
えて、
成州

堂々
と
バ
淡か
ら
飛
行
umで、
北いが

へ．一
っ
て
米た。
さ
なが
ら
凱
旋
将

軍の
よ
うに
｜｜。
そして8
月に

聞かれ
た
十一
中
会
会に
おい
て
政

治
川及び
め船内M
R町
μ会
を
改
組し、

劉少
脊の
仔列
をニ
寄
か
ら八
都知
固

に
Fげ
た。
そして
この
時、
文
化

大
政・
命と
紅
仙
兵の
泊・以
巡
品川を
合

法
化
した
「
十六
条」
も
採択さ
れ

たの
で
ある。

十一
中
全
会で
改
組さ
れ
る
以
前

の
中
央
委
民会
副主
席は

劉少揖町、

周恩
来、
朱
徳、
陳雲、
林彪の
五

人で
あっ
た
が、
改
組
後は
主席は

一応
泊り
毛
沢市恥
た
が、
副
主席は
林

彪た
だ一
人に
なっ
てい
たτ

政治の
舞
台で
まわ
る
巨
大な
蕊・

鎗は、
その
回
転が
非常に
迷い。

ある
者は
懸
命に
努
力して
水市の

羽
線の
絞
まで
よ
じ
登っ
てい
く。

また
ある
者は
自
分の
広
志では
な

く、
人に
推さ
れ
て
なり、
必
死に

なっ
て
羽
叙に
し
が
み
つ
く
け
れ

ど、
市下
輸は
どの
方
向に
回
転する

の
か
わかっ
てい
ない。
自
分が
し

っ
か
りと
悩
んで
い
る
側が
上へ
汗

るの
か
も
しれ
ない
し、
あ
るい
は

い木
米紙
掛に
反れぬ
地
獄の
底へ
滋

ちてい
く
側なの
か
も
知れぬ。

1
9
4
9
年の
小部
人

民共和
問

成
立
以
米、
問の

政級統治
体
制の

支
柱
と
して
公
安、
検
査、
法
院の

三
つ
の
織協は、
皮
Eな
る
政治
運

動の
中で
大
き
く
成長し、
その
勢

力は
社
会の
隅々
に
ま
で
渉
透
し

た。
そして
覚、
問、
労
働組
合組

%と
相呼
応
しつ
つ、
？では｝
切

の
社
会の
下
郷
組
織
をしっ
か
りと

ネ掠
し、
党中
央で
決
定した
政
策

や
指
示に
服
従させ
てい
る。
この

名
谷ある
社
会
主
目指
独殺
体
制の
す

ぐれ
た
管理
機械
は
与
党を
守り、

金
問を
指
導する
低
．波な
武
総なの

だ
が、
この
式
協は
相変ら
ず
劉少

奇を
小
心と
する
尖
俄
派の
文
配
ド

に
あっ
た。
毛
沢点
が
と
ん
な
手
段

を
用い
て
も
実級
派を
党規
約や
同

同み
な
法の
外へ
追
い
山
し、

喰・彼

し、

桁抑符
を
川々
する
方法はHん

山せ
なかっ
た

出川
抑
胞を
手に
入れ
られ
ない
な

ら、
それ
を
叩
きつ
ぶ
すこ
と
だ。

こ
れ
こ
そ当
時の
唯一
つ
の
や
り
方

で
あ
る。
そこ
で
n
紅
衛兵
運
動’

が
広
く
捲
き
起っ
たの
だ。

こ
の一
年
間に、
中

央文背中グル

ープ
の
指抑
下に
ある
紅
衛
兵た
ち

は、

Aト同
各
地の
行
政
機関や
党の

安
UA．h
飢
司令』
凶
器に
攻
喰した＠

各
地の
夫
航
派か
彼ら
を
守るため

に
組
織した
も
う一
派の
紅
衛兵と

の
間に
も
闘
争
を
俗
きお
こ
した。

図
中が
中
央か
ら・抱方の
省、
市、

mMに
至
る
まで、
二
つ
の

指持系統

に
よっ
て
指
導さ
れ
た
ため、
混乱

が
おこ
り、
鉄
昨げは
乱れ、
党内の

与制
闘
争十叫
ん’
川の
「大孔
に
ま

で
砿大した。
た
だ一
つ
だ
けつ
ね

に
変らぬ
議ちつ
きと
安
定を
保つ緑のJ、めるい／Flサレ

体
協が

－M下認し
た－h
l
L
年
山はの
従
ボ
f
u肋酬
は．
総
仙州内
l

ん協川・
h
十

．

qwほの
主0・r

nw加の
豹I
N刷
tい

・？H必k

四
十
九
億
円
刊J
F
ひど・
ニ
れ
は
川
以ス
ホ
l
ツ
似
刷ペ
ヰリ
ン
ピ
ッ
ク．
γシ
y
向
・式
会へ
の
芯
F
強
化
小ド
来仁
刈
を
入
れ
てい
る
ため・

てい
たの
が
存
地に
配
附して
ある

強大
な
解
放
取で
あっ
た。
こ
れ
は

中
同
共
産
党の
最も
主
要な、
ぷも

屯
姿な、
政
権を
支配
する
労力で

あ
り、
絶
対に
山出札
しては
な
らぬ

もの
なの
で
ある。

x

x

x

 

林武
剛ボと

ha参ぷ
をの
せ
たジ
ー

プ
は、
符
仰の
成
況な
箆陥飛
行
場

の
正
門
を走
り
出た。
ゲ
ート
近く

にパ
ス
の
作留
所に
なっ
た
小さ
な

広
場が
あり、
そこに
は
行
人
近い

紅
衛
兵の
腕取
をつ
けた
小、
中
小

生がガ
ヤ
ガ
ヤ
と
集っ
てい
る。
彼

らはスロ
ーガン
を
叫ぴ
赤旗
を
綴

り
回
し、
ま
るで
こ
れか
らど
こか

の
大
会へ
て
も
出か
けるかの
よ
う

だ。
ジ
ープ
は
彼らの
械を
すば
や

く
泊り
依けた

ぷ参何時はい
く
ら

か
繁
弘した
体
間以は
無
制
必に

般
を
閉じた
ま
ま、
まるで
取っ
て

い
るよ
うだつ
た。
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橋
の
げ川
さ
の
不
揃
い

な家
一設
が

つ
づ
く

市街
を
迂
回
し、

ジ
ー
プ
は

杭
州
市
に
通
じ
る
杭
党
公
路
に
入
っ

た
．

－AUゆ

迅
の
両
側
に
向
く
そ
び
え
る
織
の

樹
の
茂
っ
た

枝葉
が、

総
の
テ
ン
ト

を
巡
り、

燃
え
る
よ
う

な其
耳
の
太

・7・Aee

問
を
遮
っ
て
い
る。

そ
れ
ほ
ど
広
く

は
な
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
古
い

道
は
ひ
っ

そ
り
と
し
て、

人
や
取
の

影
も
見
え
な
い
。

前
方
か
ら
吹
い
て

く
る
風
が
気
持
よ
く
暑
さ
を
吹
き
と

ば
し
て
く
れ
る。
m
H
々
と
し
た
水
m

を
備
に
見
な
が
ら
袋
参
線
は
心
中
ひ

そ
か
に
問。
っ
た
。

「今年
の
作

物
は

で
き
が
い
い
。

も
し
こ
ん
な
政
治
運

動
が
な
か
っ
た
な
ら、

ど
ん
な
に
よ

か
っ
た
ろ
う
l
」

す
べ
て
は
こ
ん
な
に
平
和
で
静
か

で、

こ
ん
な
に
や
す
ら
か
で、

ジ
ー

プ
も
何
ご
と
も
な
く
ス
ピ
ー
ド
を
あ

げ
て
走
っ
て
い
く。

袋品市設
は
飛
行

同吋
を
山
た
時
の
緊

張感
も
移
れ
て、

仙仲
間
円以
の
よ
う
に
自
分
も
眼
を
と
じ

て、

し
ば
ら
く
気
を
休
め
よ
う
と
思

っ
た。や

が
て
ジ
l
プ
は
従
軍
第
五
抗
策

部
へ

入
る
と、

門
衡
の
所
で
い
っ
た

ん
停
止
し
て
か
ら
す
ぐ
方
寄
り
に
取

を
巡
め
て
中
央
広
場
わ
き
の
市
道
へ

入
り、

あ
と
は
ま
っ
す
ぐ
軍
部岬
ピ
ル

へ

向
っ
た。

軍
部
ピ
ル
は
あ
り
き
た
り
の

赤煉

瓦
造
り
五
階
建
の
ピ
ん
で
あ
る。

ピ

ル
の
前
の
車
道
に
立
っ
て
い
る
旗
ざ

お
に
は
五
星
紅
旗
が
微
風
に
は
た
め

い
て
い
る。

広
場
の
左
側
の
運

動場

に
は
人
形
は
見
え
ず、

う
し
ろ
に
述

ち
な
ら
ん
だ
飛
行
線
修
理
工
均
か
ら

聞
え
る
低
〈
重
く
る
し
い
機
械
の
回

転
音
が、

む
し
暑
い
ま
ひ
る
に
人
の

眠
気
を
誘
っ
た。

ジ
ー
プ
は
市
郎
ピ
ル
の
中
央
入
ロ

に
停
っ
た。

林
立
m爪
は
耐早
か
ら
下
り

る
と、

京
加
を
乎
に
足
早
に
石
段
を

張
っ
た・

ま
っ
す
ぐ
に
ホ
l
ル
に
入

る
と、

も
の
馴
れ
た
足
ど
り
で
幅
広

い
附
段
に
そ
っ
て
二
階
へ
上
っ
た。

笠
五
市
の
恨
市
公
の
仕
市
引
所
は

軍
部
ピ
ル
の
ニ
附
全
体
の
右
半
分
を

占
め
て
い
る。

夜
半
分
は
隙
政
治
委

日
の

仕市均所
で
あ
る。

こ
の
こ
っ

｛司も持たない切＆主事長や（J,.l.!.j.！仇：i主計氏・．．

道草時間集しみJ;lま沿っ・ι宅、

グルーフ旅i.Iは旅館州、サ1ばん。

対話も演しし、ii!«Dt菰ri«。

の
倒
械
を
は
さ
ん
で
中
央
の
広
い
階

段
の
正
面
が
百
人
を
収
容
で
き
る
大

会
品
室
に
な
っ
て
い
る。

会
ぷ
室
は

大
き
な
ド
ア
を
閉
じ
て
保
闘
と
し
て

い
た。

左
右
に
通
じ
る
天
井
の
向
い

絡
の
広
い
廊
下
の
河
端
に
、

ニ
名
ず

つ
の
守
術
兵
が
政
立
不
動
の
港
労
で

丘
っ
て
い
否
だ
け
で
あ
る。

巨
大
な
油
絵
に
描
か
れ
た
人
物

林
立
泉
は
大
政
で
二
階
へ
上
る
と

省
へ

幽
っ
た。

京
々
し
い
足
首
が
静

か
な
版
下
に
柑甘
く。

あ
と
か
ら
つ
い

て
い
く
袋
参
謀
の
せ
か
せ
か
し
た
足

首
が
そ
れ
に
泌
っ
た。

守

掘削兵
は
｝

ゆが
帥町
み
山
し、

FU予

すいか

を
諮
り
議
仰
し
よ
う
と
し
て
ハ
ッ
と

気
づ
い
た。

大
ま
た
で
う
つ
む
き
か

げ
ん
で
や
っ
て
米
た
明
人
は
わ
ず
か

に
上
げ
た
相
子
の
ひ
さ

し
の

下

か

ら、

鋭
い
刺
す
よ
う
な
限
光
を
守
衛

兵
に
向
け
たe

守
衛
兵
は
軍
人
の
身
分
を
さ
と
っ

た。

ま
る
で
巨
大
な
カ
で
制作
さ
れ
た

よ
う
に
あ
わ
て
て
後
に
退
く
と、

壁

隙
に
浴
勢
を
正
し
た
の
ち、

uM
に
山

て
市
民
の
応

篠山七
の
り
い
木
の
ド
ア

を
聞
け
た。

弘参
謀
が
林
間
K
に
つ
い
て
町
長

の
応
桜
主
へ
入
る
と、

涼
し
い

か気

が
肌
に
ふ
れ
子

今
ま
で
の

将背
し

さ
が
す
っ
と
消
え
て、

一則
も
す
ア
き

60 

り
と
し
た・

応
接
室
に
は
必
も
い

な

か
っ

た

が、

廊
下
の
向
い
側
の

軍総
弁
公
所

の
修

所以
が
す
ぐ
硲
を
見
せ、

仙仲
間

hk
を

本内
し
て
応
銭
円急
の
右
側
の
小

さ
な
ド
ア
に
む
か
つ
て

歩

き

な
が

ら、

女性
の
よ
う
な
ソ
プ
ラ
ノ
で
烏

し
か
け
た－

「

民方
の
降
り
方
は
ま
っ

た
く
速
い

で
す
ね、

体
団
長。

不
良
と
政
治
委

川H
が
円以
方
を
待
っ
て
お

ら

れ

ま

す

レ品」
修
所
長
は
ず
ん
ぐ
り
し
た
脚
で
さ

っ
さ
と
歩
き
な
が
ら
応
は悼
集
の
お
側

に
あ
る
ド
ア
の
外
ま
で
く
る
と
軽
〈

工
、

で一
度
ノ
ッ
ク
し
た。

仙仲
間
K
が

ド
ア
に
一

歩
近
づ
く
と
来
日十
〈
ト
ア

を
凶
け、

う
つ
む
い
た
ま
ま
の
HH
年

市
人
が
不
公
の
事
必
宝
に

入

る
の

令、

う
や
う
や
し
く

良品恨
の
念
の
あ

ふ
れ
た
態
依
で
眺
め
て
い
た
が、

お

だ
や
か
な
顔
つ
き
が
急
に
．mT
ぷ
の
冷



、，－ーミ オ本彪事件
献で
厳しい
顔に
反り 、
いっ
しょ

に
入ろ
うと
し
た
袋
参媒をジロ
リ

と
見ると 、
手を
械に
振りド
ア
を

閉じてし
まっ
た。

表
参
滋は
思わ
ず
足を
止め 、
修

所長の
顔を
びっ
く
りし
た
よ
うに

見た 。
さっ
き
隙政治
委
日ははっ

きりと
彼に
林団長と一
緒に
緊急

任務を
受け
る
よ
う
指示し
たでは

ないか
？

「
貨店日はここ
で
お
待ち
下
さい ・

も
うし
ば
ら
くしたら

官官に
も
重

要
任務が
授け
られ
ま
すからL

修所長は
あと
も振り
返ら
ず
応

接
室を
出てい
く
とパ
タン
と
音を

立て
てド
ア
を
締め
た 。
残さ
れ
た

袋
参
謀は一
人立っ
ていた 。
ソフ

ァ
に
腰か
け
て
もいいだろ
うか
？

いや
駄
目だ 、
こ
れは
事長
期だ 。

彼は
ぼん
やりと
立
ち
絞け
た 。

空銀上尉
参謀 、
究
侃制作

間快指抑

制岬
計
画
科
科長と
して 、
は
じめ
て

｜さ！
き｜安J L七できる

旅の宿。
張
軍誌の
応
接蛍へ
入っ
た 。
郎山
市小

口氏が北自
抗日
戦争時
代に
毒ガス
を

浴びて
呼
吸
総
を
摘め
たの
でいつ

も
軍
長が
会議に
出
席する
時は
す

べ
て
紫
煙に
なり 、
軍
HKの

仕中州場

所と
家・挺に
は
すべ
て 、
中
央
軍事

委
員
会が
特別に
空
気調
節
器をそ

な
えつ
けた 。
ここ
で
も
うし
ば
ら

く
冷気に
波つ
ての
ん
びり
し
たく

なる 。南向
きの
大きなガ
ラス
窓は
淡

い
茶
色の
以
地のカ
ー
テン
で
おお

わ
れ 、
」HMい
夫
労に
は
数
十
本の
蛍

光
灯が
青白い
光を
欣っ
ている 。

紛の
木
綿でつ
くっ
た
数
個のソフ

ァ
が 、
半円
形にピ
カピ
カ
光る
濃

いエ
ン
ジ
色の
床の
上に
白か
れ
て

い
る 。左

側の
壁に
は
大きな
絵が
掛っ

ている 。
この
油
絵は 、
杭
州美
術

学院の
数
人の
教授た
ちに
依
頼し

て
完成させ
よ
うと
し
たが 、
何
戊

附捌き
抗し
で
も
狼
軍
内訳の
%に
入ら

なかっ
た 。
最
後に
は
隊政治
委日

が
労働改
造
中の ，
右
派’の
教授を

一
人軍
部に
連れ
て
来て 、
ニカ
月

か
かっ
て
やっ
と
完
成し
た
もの
で

ある 。
一
般の
幹部はこの
認を
聞

い
てい
る
だけ
で 、
実
際に
見る
機

会に
は
恵
まれ
ていないの
だ
が 、

この
時 、
家
参謀の
阪は
思わ
ず
絵

に
吸い
守せ
られ
た 。

巨大な
油
絵に
は
明るい
陶の
光

を
う
け
た二
人の
軍人が
掛か
れ
て

いる 。
堂々
た
る
体
格をし
た一
人

が
前
方を
指さし 、
も
う一
人の
波

せ
た
客人は
般かに
説
明を
聞いて

い
る 。
二
人の
顔を見な
くと
も 、

こ
れが
偉大な
主
席と
副
主
席で
あ

るこ
と
は
明らかで
ある 。

裳
参謀は
ふ
と
丘の
頂上に
立っ

こ
人の
後を
具て
思
わ
ず
興味が
渇

き
起っ
たの
だ 。
丘の
ふ
もとに
大

訪の
軍人の
ほ列が
見える 。
絞ら

は
まるで
命令を
待ち
受け
ている

かの
よ
うで
あ
る 。
ある
務は
砲を

かつ
γ 、
ある
者は
銃を一両に 、
ま

ひ

たある
者は
馬を
牽き 、

荷物をか

つ
いでい
る
者もいる ・
こ
れは
民

統の
時の
政長を
背紋とし
てと
り

上げてい
るの
だろ
う ・
だ
が
その

中に
割に
大き
く 、

綿
密に
掛か
れ

ている
若い
軍
人が一
一政の
たく
ま

しい
馬をひいて
待っ
てい
る 。
こ

の
顔は
どこ
かで
見たこ
と
が
ある

が 、
さて
設だろ
う？

この
油
絵は
大き
すぎて 、
部
屈

の
中
央に
立っ
て 、
画
中に
立っ
て

い
る
主
席と
副
主
席の
顔は
か
なり

見に
くい 。

顕をあ
げ 、
無理な
角度

で
ないと二
人は
見ら
れ
ないが 、

その
若い 、

忠誠心が
泌
仰に
あら

わ
れ
た
返しい
戦士は 、
人の
胸の

おきの
兄や
すい
位
置に
拙か
れ
て

いる 。
アッ
！

張
駅長の
創出だ！

なるほど 、
それで
労働改
淀川肱
渇

から
辿れて
米られた
教授が
絵を

描き
上げた
後 、
空五
寧の
政治
部

宣
伝所に
腐を与えられ
たの
か 。

も
う
長い
間立っ
ているのに 、

林
団長はど
うし
て
まだ
出て
来な

いの
だろ
う？
ふ
くらは
ぎが
す

っ
か
り

脹れ
てし
まっ
た 。
哀
参謀

は
少し
横に
なろ
うと 、
傍のソフ

ァ
の
ところへ
い
き 、
そっ
と

身体

を斜に
し
て
股をおろし
た 。

空
軍
司
令
呉
法
憲
か
ら
の
電
話

林立
泉はい
ま長
距雄電話を
聞

い
ている 。
深く
敏ょせ
た
悶が 、

広い
額を
さらに
際だ
た
せ
て
い

る 。
こ
れは
軍用
機密屯芯線で 、

活の
相手は
費収司令
以の
兵
法迎

だ 。

お値打ちな旅はオフ・シーズンを狙って。
旅OHi-：槌WYJ!J�品.l'ifr.によると、全体

、山Jとして、1泊2阿川iれ’出金制・
サービス料ぞM'i �）はー部rt,•の慌時I＼で

s.osorqそれが、オフ・シーズンには、

5，剖OflJオン·�ーズンの下0%の沙♂�t

に必£されています 「 掘泉地J 軍部ト

山岳」などの＼＇Lぷ桜町lヰこより！A\tJ:ります
（（ 、ヵ｛. 71 － フと·i ” ン のぷ；は、 /_ � ー

が�；日αつれお付シ , .，.ド
ーズン勺の附、 内
もっと；l![llijしていただ／川φII
きたいものCす。 I IUlll 

同
γ
7
リ
カ
Uハ
何
川
政
府
よ・
八
日刊
川
以
政
策
の
以
対
飢
内側
に
H叫
「
る
川M－M抗
的
な
山W
H
t
的

九円し・
キ
リ
ス

ト次協がぶ一は町山町

十

八

団

体

長
寸

乙
卜
八一
川

体
を
』
へH
υ
化
↑
乙

と
川

叫吋
に
．

ブ
ラ
ァ
ク
γ
フ
リ
カ
的
川山
人
河
川
t
し
て
ふ
HM
火
山

J’
l
w
ド
』
を
閉
鎖
し
た。
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Mil厨子ヨ
似
政
治
委
川H
は
吸
を
は
そ
め
て
・4叩

口肢
の
間
の
ソ
フ
ァ
に
限
か
け
て
い

る。
両
手
で
湯
呑
み
を
も
ち、
熱
い

茶
を
ゆ
っ
く
り
・味
わ
い
な
が
ら、
大

き
な
紫
紅
色
の
木
製
の
事
務
机
の
は

し
に
斜
に
MM
か
け
た
林
立
川部
を
じ
っ

と
見
て
い
る。
そ
の
浩
い、
計
り
し

れ
ぬ

前途
を
も
っ
背
年
は、
空
平
の

最

高中枢
か
ら
の
指
示
に
注
芯
涼
〈

耳
を
傾
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る。

現
在、
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
る
よ
う

な
混
乱
の
中
で
は、
い
か
な
る
地
方

の

指導
者
た
ち
も
党、
政、
軍
の
幹

部
を
問
わ
ず、
取
も
が
中
央
の
誌
の

意
図
と
方
向
を
つ
か
み
か
ね
て
い

た。
だ
が
変
化
が
あ
れ
ば、
そ
の
リ

ズ
ム
に
の
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

ど
ん
な
胤
に
つ
い
て
い
っ
た
ら
よ
い

の
だ
ろ
う
？

む
ず
か
し
い
こ
と

だ。
vυT

輔州盟
か
で
経
験
の
叫怖
い
老
不

命
家
が
粛
清
さ
れ
た
エ
ュ
l
ス
が
毎

B
の
よ
う
に
伝
わ
っ
て
来
る。
ち
ょ

う
ど、
自
の
前
に
百
本
の
道
路
が
あ

り、
そ
の
中
の－
本
だ
け
が
正
し
い

道
だ
が、
来
し
て
そ
れ
は
ど
の
道
な

の
か
？

歩
か
な
い
わ
け
に
は
い
か

な
い
が、
こ
わ
く
て
少
し
も
渉
け
な

い、
こ
ん
な
状
態
な
の
で
あ
る。

阪
の
前
の、
こ
のHH
年
は

絶好
の

指
標
な
の
だ。
彼
が
い
る
か
ら
こ
そ

れ恥
問
中
継
部
と

h脱出世述
絡
が
と
れ
る

の
で
あ
り、
彼
をい泌
じ
て
は
じ
め
て

正
確
な
中
央
の
立
関
を
汲
み
と
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る。

張
中平
長
は
い
ね
む
り
を
し
て
い

る。
か
す
か
な
い
び
き
が
凋
え
て
く

る。
隙
政
治

委い
は

出問答
み
を
附
く

と、
眠
り
こ
け
て
い
る
絞

軍長
の
左

肩
を
ポ
ン
と
叩
い
て
小
声
で
訴
し
か

7
た。J仲

間口比
は
同日
食
は
ま
だ
で
し
ょ

う
？

も
う
ロ
時
す
ぎ
で
す
よ」

開京
軍
長
は
す
ぐ
限
を
さ
ま
し、
領

き
な
が
ら
口
の
中
で
モ
ゴ
モ
ゴ
と
言

っ
た。

「
老
王
に
何
か
食
べ
物
を
つ
く
ら
せ

て
食
べ
さ
せ
ま
し
ょ
うL

隙
政
治
委
日
は
す
ぐ
別
の
端
の
ド

ア
か
ら
部
mm
を
山
る
と、
守
衛
兵
た

ち
の
控
え
室
へ
入
っ
て
い
っ
たa

ち
ょ
う
ど
新
聞
や
語
録
な
ど
を
説

ん
で
い
た
兵
上
た
ち
ま
あ
わ
て
て
桃

ぴ
上
り、
中
隊
長
の

組将
は
急
い
で

軍服
の
然
の
ボ
タ
ン
を
か
け、
顔
を

紅
潮
さ
せ
大
声
で
言
っ
た
寸
報
告1・

異常
あ
り
ま
せ
んL

隙
政
治

委れ
は
い
つ
く
し
み
の
こ

も
っ
た
微
笑
で
応
え
た。
狭
い
室
内

は、
五
つ
の
二
段ベ
ッ
ド
が
空
間
の

大
半
を
占
領
し、
西
む
き
の
木
の
窓

は
激
し
い
太
陽
に

移赦
な
く
間
ら
さ

れ、
ム
ッ
と
す
る
よ
う
な
汗
の
尖
い

と
安
た
ぱv』
の－U円
い
が
た
ち
こ
め、

六
人
の
勤
務
明
け
の
帥棋
士
た
ち
の
中

に
は
上
衣
を
脱
い
で
い
て
も
汗
で
ラ

ン
エ
ン
グ
シ
ャ
ツ
が
ぐっ
し
ょ
り
の

者
も
い
た。

中
央
か
ら
の
秘
密
電
話
の
内
容

「
老
王
は
ど
こ
か
な
？

呼
ん
で
来

て
す
ぐ
食
事
を
作
る
よ
う
に、
林
間

以
は

将一食
が
ま
だ
な
ん
だL

老
王
は
民
不
公
の
最
も
お
災
に
入

り
の
炊
明
日H
で
あ
る。
川以

箪門討
に
仕

え
て
も
う
二

十例
年
に
も
な
る。
こ

の
半
年
と
い
う
も
の、
政
治
巡
勤
は

つ
い
に
革
命
大
衆
の
盲
目
的
な
常
取

機
関
攻
般
に
ま
で
発
以
し
た。
そ
の

た
め、
強

班長
も
丁
家
山
に
紛
っ
て

家
族
と
共
に
怒
ら
そ
う
と
は
せ
ず、

こ
の
二
階
の
事
務
室
の
と
な
り
の
桜

虫
に
桜
と
ま
り
し
て
い
る。
幸
い
な

こ
と
に
は、
も
と
も
と
こ
の
ピ
ル
を

設計
し
た
時、市
平
長

と政
治
委
員
に

は一
mm
Mm
ずつ
絞
窓
が
あ
た
え
ら

れ、
浴
室、

台所、
作
的
只
の

宿沢
主

ま
で
つ
い
て
い
る。
最
初
は
無
駄
だ

と
思
っ
て
い
た
が、
今
こ
れ
松
役
に

立
つ
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た。

似
政
治

委只
は

指示
を
す
ま
せ
て

か
ら、
守
備
の
兵
士
た
ち
に
心
を
配

り、
彼
ら
と
ひ
と
し
き
り
雑
談
を
交

し
た。
こ
の
戦
士
た
ち
は
み
な
似
本

．K
や
隙
政
治
委
日
と
同
郷
で、
・二
人

に
従
っ
て
も
う
長
い
間
各
地
を
転
戦

し
て
い
る。
彼
ら
の
前
で
は
隙
政
治

委員
も、
い
つ
も
の
あ
の
術
総
川
の

き
び
し
さ
は
ま
る
で
な
く、

兄貨
か

叙
父
の
よ
う
に
や
さ
し
く、
円
分
の

で
き
る
限
り
の
カ
で
彼
ら

の苛止
み

を
解
決
し
て
や
ろ
う
と
し
た。
と
り

電

車

は
、

節

約

家
。
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省 資源時代
常信号。

行

資

源

時

代
。

交

通

機

関

も、

こ

の

聞

か

ら

の

見

此

し

が

行

な

わ

れ

て
い

ま

す
。

五

点

は

ク

ル

マ

の

8

的

以

上

も
の

向
い

エ

ネ

ル

ギ

ー

効

率

を

も

っ

と

い

わ

れ

る
H

省

資

源

の

足
。
。

こ

れ

か

ら

も

大

都

市

交

泌

の

カ

ナ

メ

と

し

て
、

そ

の

役

訓

が

ま

す

ま

す

ポ

く

な

る

の

は

円

に

比

え

て

い

ま

す
。

こ

う

し

た

時

代

的

要

詰

に

こ

た

え
、

民

鉄

で

は
、

新

線

の

建

設
・

車

両

の

新

造

な

ど
「

輸

送

力

の

増

強
」

や

冷
肘

事

耐

の

地

怖

を

は

じ

め

と

す

る

「

サ

ー

ビ

ス

の

向

上
」

に
、

山制

緩

的

に

努

め

て

い

ま

す
。

: 1 日 I�
割本 1l
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3林彪J事件｜
わけ
れ胤
近の
よ
うに
目ま
ぐるし
く

慌の
中が
変る
時
期に
は

彼が
忽円以の
市
務
室に
反っ
た
時

に
は、
体立
m氷は
も
う
電
話
をか
け

終えて、
州政
本長の
市p
m
主党叫
りの

回
転
椅子に
よ
りかか
り、
上
を
向

い
て
じっ
と
吊り
下
げ
式の
屯
燈
を

眺め
なが
ら、
なに
や
ら
考えこ
ん

でい
た。

張
本円以も
相
変ら
ず
ゆっ
た
りと

自
分の
大
き
な
回
転
抗利子に
も
た
れ

てい
る。
終
りの
色は
少しも
H与え

ない。
もっ
と
も
伐っ
てい
た
と
し

て
も、
彼は
全
然
衣
悩に
出
さ
ない

でい
ら
れ
る
人
なの
だ。
今
までに

あ
ま
りに
も
多
く
緊
迫した
場
面に

前
副して
きた。
最
忠
の
状
況
下

一
今

ι川町
字

で、
死
地に
追い
や
ら
れ
ながら
倣

と
た
たかい、
脱
出で
きたの
は
奇

献だっ
た
身
近の
例
行、
何
千と

い
う
兵
士た
ちが、
持
丸や
制時
以で

巾円片に
なっ
て
飛び
散り、
前
後か

らの
自
火は
伎に
地．ト
波へ
も
ぐる

隙
さえ
与え
なかっ
た。
も
し一
度

白
兵
戦をやっ
たこ
との
あ
る
必ヒ

の
肝っ
玉が
鉄
だと
す
れば
彼の
よ

うに
数
十
四も
戦
均で
命
を
的に
戦

っ
た
を
将は、
天が
山川れ
務ちて
米

た
と
て
山川4
つ
助か
しは
し
まい。

彼は
市
人で
ある。
市の
帥刊
級
制

度が
撤
廃
される
前
に
大
校
（
大

佐〉
の
位に
なっ
た
の
は、
並
大
低

のこ
と
で
は
なかっ
た。
い
まの
世

の
中は、
多
くの
軍人
が
血
と
肉

を、
生
命を
投げうっ
て
得
た
もの

だ・
い
まの
よ
うに、
n
先でスロ

l．ヵ
γ
を
もて
あ
そ
ん
でい
る
だ
け

か
んがん
の
皆
川μ
ど
もに、
我々
を
ど
う
する

こ
と
が
で
き
る
とい
うの
だ？

れ以
も
大
切
なこ
と
は、
問
分か
今

にで主
る
まで、
こ
の
手で
事の
実権

を
握っ
てい
るこ
と
で
ある。
空五

況・は
行
指
区
域を
防
術する
を阿
川・

‘w．‘a，vw

 

の
よ
う
な
必
児では
ない
が、

実力

と
．区
域
防
衛の
点か
ら
言えば
点
南

の
利
私自で
あ
り、
泌だっ
て
円
分の

側に
抱
き
込みたい
と
川引っ
てい
る

は
ず
た。

彼と
政
治
委
ハ以の
隙
掛
・山と
は、

｝
つ
釜の
飯
を
食べ
た
何で
も
必せ

る
古い
仲
間
だが、
林立
mmとい
う

小
僧っ
子の
Mmい
方につ
い
て
は二

人の
立
凡がくい
追っ
たw

才一
カ
月間制
的に、
休
良
川ぷか
な
ん

と
かい
う
独
立
聞を
お・いて
新
烈機

tva
M山
縦して
径五
官引に
やっ
て
米た

時、

川川本
以は
すぐ、
ニ
れは
や
り

に
くい
ぞと
思っ
た。
指
搾
もで
き

ない。
命
令
もで
き
ない。
心の
中

で、
こ
れは

兵法立が
空
五
恨の
足

を
引っ
ぱ
ろ
うと
す
る
↓川
略では
な

い
か、
と
疑っ
た
もの
だ。
とこ
ろ

が
仰政
治
委
以の
hHは、
こ
れは－

H机の
，
・安心
剤’
たとHFJえた。
中

央が
立五
以を
nM
州制して
い
る
蕊
拠

だと
思っ
たの
だ

休
以
来は
やっ
て
米てか
ら
も、

収郎の
こ
とに
は
何一
つ
n
を
山さ

v
n
月
1
日
発
売
／

価
4
0
0
0
円

ず、
忙し
そ
うに
成
行
峨
術を
絞っ

てい
る必
か
り
なの
で、
市山
叫下
・μの

M1い
は
消えた
しか
し、
この二

十
何
歳か
の
世相
池
小
川刷を
見か
ける

脱
却町に、
ど
う
して
も．ト
愉快に
な

るの
で
あ
る
小
川で
問
ikに
任
命

さ
れ
るこ
と
が
そ
も
そも
常軌を
逸

し
てい
る
では
ないか。
その
上、

問
民がい
つ
も
彼
氏と
起
尉を
共に

し
てい
る
こ
と
が
彼に
とっ
ては
本

当に
耐
え
切
れ
なかっ
た。
彼が
市

限で
い
ちば
ん
市川
制枕してい
るのは

附
級の
上
下の
別であるの
に、現

花の
よ
うに
上
下の
区別
をなくし

たこ
と
で、
彼は
頑
闘
な
古い
mu忽

の
持ち
主に
なっ
た。
問
HKの
父
波

が
元帥で
あ
り
大
隠で
あり、
副総

おの
れを
捨てて
学問をすれば
おの
ずとおの
れの
生き
方が
出て
くる。

小林秀雄畢生の
思想
劇、
llつい
に
完成！

小

林

秀

雄

・不
同出山
Hf長
七
十
二
年
の
生
涯
に
お
い

て、
波
湖
万
丈
の
事
件
は、
す
べ
て

古
典
文

山川味
読
の
う
ち
に、
壮
大
な

忠
必
の
刷
と
な
っ
て起
っ
た
：：：。

池
利
な
市
高
人
と
し
て
枇
に
処
し、

文
学
に
人
住
の
ぷ
川町
を
究
め
て「
道」

の
学
問
を
拓
い
た
日
ik
の、
そ
の
狛

削
の
杭
緋
を
明
快
仏
到
に
日比
釈、
涼

い
感
動
の
叶一
刷介
に・刈
お
を
包
み
こ
む。

新
潮』
述
松
十一
年
余
の
思
索
を
大

幅
に
推
・4刷、
新
た
に、
力
下
ろ
し
の

結託問一
前
が
加
え
ら
れ
た。

日組
続
行の
試
作W仁
よ
る
とじ
au
Eの
円
山f．
船山日什
t
して
似
仙川・
孔同
化
WA

鉱山Wス
ルぽを
氷山に
綿
入
し
て
ト

同比初仇

百
八
十
億
円
Hは
t
大
F
カ
ス
三
uu
に
「
hり
はH
キ
鋒」

t
し
て‘

今
年
度
合
わ
せ
て
八
百
八
l
低
ド
か
ζ
ん
が
り
は－
む
こ
と
に
な
る
と
い
う吋

東京都新宿区矢来町71
探替東京4-808 �162 ① 新潮社
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山可
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川内川VV自民日以河川A
L

ah
2
Fむ

朗杭ま
父
説
でま
な、
が。
川島－F
4晴
内JO

半、
uk
u出ι出
家ワ
骨
れ
と
H
Kに
北

子で
中
尉
なの
だ
カ
ら、

待叩胞
は
と

屯
d，の
但
隊
を
九
江に
至
急
航
行
さ

う
し
たっ
て
・中
川別に
ふ
さ
わ
し
い
も

せ
る
命
令、
な
ど
で
あっ
た・
し
か

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ない。

し、
受
不
司
令
部
か
らは
何の
通
知

隙政
治
委
μは
し主
つ
中、
張
寧

も
ない
の
で、
径
五
常事の
足
必
指
導

口氏に
言っ
た
もの
だ・
寸
時
代
は
案

者は
慌
て
て
会
議
をひ
ら
き、
防
備

っ
た
の
さ．
時
勢に
通
ず
る
者
が
世

の
た
め
の
扮
訟と
防
空
を
強
化
し、

に
出
るの
だ
よL

そ
れに
よっ
て
外
敵の
虚に
来じ
た

今
朝
早
く、
空
五
第の
屯
信
所
所

攻
慢
を
防
ぐこ
と
を
決
議
し
た。
た

円択
が
や
っ
て
来て、
と
ぎ
れ
と
ぎ

が
実
際に
武
漢
京
区に
何
恨が
発
生

れに
耳に
し
た
中
央の
秘
密電
話の

し
た
と
て、
い
まの
我々
十時つ
ん
ぽ

内
谷
をこっ
そ
りと
告
げ
た。
内
容

銭
敷
も
同
然だ。

百一
武
渓
の
陳
再
道
た
ち
が
八
ニ
O一
部
隊

戸
市
川
を
ひ
き
い
て
反
乱
を
起
こ
し
た 。

ザ比
午
近
くに
なっ
て、
やっ
と
空

り
聞い
て
し
まっ
た

軍
司
令
只の
兵
法
滋が
自ら
長
距
隊

「
何か
新
しい
指
示
が
あ
っ
た
か

屯
必
をか
けて
米
た。
弘
市
HKは
光

ね
？
昨日
北
京へ
移る
命
令
を
受

栄に
思い、
首
公の
彼に
対
す
る
ハい

け
とっ
た
ば
か
り
だ
ろ
う
？L

相似
を
感
じ
て
い
さ
さか
得
意
だ
っ

林
立
泉は
上
を
見
て
い
た
視
線
を

た。
と
こ
ろ
が
呉
司
令は
武
漢
問題

下に
移
し、
二
人の
方
をテ
ラ
リ
と

な
ど一
こ
と
も
触
れ
ず、
林
立
来
を

み
た。

す
ぐ
電
話ロ
に
出
すよ
うに
と
言つ

寸
呉
空
軍・
司
令が
移
動
命
令
を
変
更

た・
閥抗
軍
民は
い
さ
さ
かム
ッ
と
し

し
て、
私に
独
立
回
を
率いて
今日

た
が、
低
ちに
命
令
を
山
し、
途
中

の
午
後5
時一例に
九
江
飛
行
場へ
飛

まで
進
行
し
てい
た
飛
行
訓
練
を
作

ベ
と
の
こ
とで
す」

止
さ
せ、
中
央が
峨一
人
だ
け
信
頼

「
武
淡
する
の
か
ね
？」
凡取
引平氏が

し
て
い
る
あの
天
才
中
山川
乞
呼
ひっ

ュ
l
ウ
ツ
そ
うに
聞い
た・

け、
電
話
を
受
け
させ
た
の
だ。
そ

「
その
こ
と
は
言
わ
な
く
て
も
大
丈

の
彼
が
今也
結に
山山
て
お一
し
て
い

火
だろ
う。
九
江へ
行っ
て
も
武決

る。
包
括
が
す
ん
だ
ら
こ
いつ
が
何

の
必
要は
ない
だ
ろ
う」
こ
れ
も
や

と
い
うか
訊か
な
く
て
は：：：。

は
り
隊政
治
安
只が
言っ
た

災い
沈
黙がつ
づ
い
た。
隙
政
治

「只
dAn
μは
ミ
サ
イル
を
秘
むこ

安
只は
気
が
お
さ
ま
ら
な
く
て
や
は

と
は
泌求
してい
ま
せ
ん・
で
も
辿

置屋IEE忌ヨ

机叫グ

汁州刑阿山剖刊お
似
し
ま
すL
HH

f．
－K3
うつ
υ
い
に
t
t．．

 

u
vF‘

 

「
武淡の
空
軍に
は
ミ
グ”
が
あ
る

だ
け
だか
ら、
芯
た
ちに
勝てっ
こ

ない
か
ら
飛
び
立
た
ん
だ
ろ
う」
級

事長
が
笑っ
て
言
っ
た。
ー凶作
者、

氏
淡では
いっ
た
い
何
が
起っ
た
の

か、
衣々
は
さっ
ぱ
り
判
ら
ない・

・中
央が
君
を
移
動
さ
せ
るの
は
中
央

の
命
令
だ。
ざ
い
わ
い
君
た
ちの
独

克
聞は
も
と
も
と
独
立
し
てい
て、

夜々
の
設
五
年の
編
制に
は
入つ
て

な
い
の
だ
か
ら、
従
軍
総
司
令が
芯

に
九
江へ
い
け
とい
う
な
ら、
戎々

は
災
持よ
く
送
り
出
そ
う」

林
立
滑
に
は
こ
の
老
収
入の
不
満

がよ
く
判
る。
だ
が
目
下の
Mm
勢は

緊
急
を
饗す
る
の
だ。
はっ
き
り
説

明
して
い
る
時川
も
ない。
きっ
ぱ

り
と
した
態度で
立
ち
上
ると、

「
張
本
円以、
抗
ちに
移
動
作戦
を
出

し、
独
な
聞が
九
江
飛
行喝へ
行
く

よ
う
命
令
して
下
さい。
こ
れ
は
呉

司
令
員の
指示
で
あ
り
ま
す」

林
山札
mボは
本
手の
礼
を
す
る
と、

相
手の
欠Hも
待た
ず、
く
る
り
と
向

き
を
変
えて
家
長
事
務
室
を
出
てい

っ
た・

「
うぬぼ
れ
奴
が！
権
力
を
笠に

きて
人
をパ
カ
に
し
ゃ，かつ
て・
あ

れ
が
臼
上の
人
間に
対
す
る
態
度

か。
な
んて
奴
だ
！」
悦
町民は
閉

じ
た
ド
ア
に
内っ
て
憎々
し
げに
言

い
放っ
た。
し
ば
ら
く
す
る
と
以
上

の
内
初
屯
品川
機か
取
り
上
げ
た・
受

UM
おの
向
うか
ら
雌門市
たの
う
や
う

や－vJ
か
ん
刈い
μ
ペ
問
司三
九九。

寸はっ
き
りと
間
今、取
れ
た
か
ね

？」
波
市
公は
占
め
る
よ
う
なロ
A

で
た
ず
ね
た。
だ
が
顔に
は
満
足
そ

う
な
笑い
が
浮
ん
でい
た。
し
か
し

乙の
夫
側
も
次
第に
う
す
れ、
や
が

て
心
配
そ
う
な
表
情に
変
っ
て
き

たe
ま
る
く
見
ひ
らい
た
限は
眼
尻

の
鎗
を
減
ら
し、
ゆ
る
ん
だ
商
店矧
も

ふ
る
え
出
し
た。

寸
仰を
削い
た
ん
だ
ね
？」

陳政
治

委
以は
イ
ラ
イ
ラ
し
な
が
ら
M川
市民

が
交
品
開耐
を
お
ろ
す
の
を
待っ
て、

すか
さ
ず
聞い
た。

－
殺々
の
考
え
てい
る
よ
り
引け悠
は

もっ
と
深
刻
な
ん
だ？
式
淡の
限利

道と
鈍
淡前中が
今川明
日Tく
八二
O一

部
隊
を
ひ
き
い
て
反
乱
を
起
した“

鉄
山
資
紛tve
包
閉
して
ほ仰
夜
中の
主

席
と
その
他の
中
央
首
長
た
ちに
武

カ
を
もっ
て
当時
め
よ
う
と
し
た」

寸、主
席は
ご
Mm
市ずだ
ろ
う
か
？」

「
今の
と
こ
ろ
様
子が
全
然
判ら
な

い．
林
彪
総
司
令が
す
ぐ
さ
ま
前
線

に
駆
けつ
け
て、
自ら
指
相伴し
て
お

ら
れ
る。
武
漢＝一
鋲は
も
う
陸、um、

空のJ－一
本に
包
凶
さ
れ
だ
し
た」

二
人
は
互
い
に
比つ
め
合っ
た
ま

ま
黙っ
て
い
た。
も
う一
年
間も
絞

い
てい
る
プロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
都

r－－mv・3

命
が
必
起
した
党内の
政
治
闘
争

は、
遂に
内
戦に
まで
発
M臥
し
た
ら

し
い・・・：・。

ハ
氷
室
鴻
以〉
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波中
地
区
は

向山岨
と
渦
巻
く

UF流

の
下
に
あ
っ
た 。

集中
日以
雨
の
季
節

に
は
ま
だ
間
が
あ
る ・

原
鉄
か
ら
ほ

と
ば
し
り
出
た
長
江
の

統
れ
は 、

荒
れ
狂
い
な
が
ら
式
淡
三
鎖
の
あ
た

り
ま
で
く
る
と 、

そ
の
H

Hぶ
さ
な
が

ら
の
た
く
ま
し
さ
が
治
ま
り
、

一
日

比

お
と
な
し
%
に 、

州
内印
の
HK
く

続
い

た
ぬ
防
の
聞
を
前
々
と

い泉川
に
向
っ

て
淡
れ
て
い
く 。

一以
凶
行
の
九
甘い
市

( J, 

近
く
ま
で
く
る
と 、

総
防
に
飢
ま
れ

ぶ
北
へ
と
向
き
を
変
え 、

wm
防
湖
の

い
件
に
治
ん
だ
水
と
AH
泌
す
る
と
再
び

民
力
を
憎
し 、

出汁掲
の
採
れ
の
よ
う

に
、

Jμ
か
紙
か
H比
定
め
の
つ
か
ぬ
パ

の
泌
へ
と
前
れ
て
い
く
。

波
は
aH
い
め聞
を
む
き
だ
し
て

胤防

－
H
A
3
t、
L
C
i〉
ft
－
P

仁川時，eh〈
e、
ふ川UμJH仮かhhパ rhrれ

い山
小
の
り
に
も
滋
し
く
ぶ
つ
か
る 。

数
知
札
ぬ
飢問。
が 、

強
い
沈
れ
に
引
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き
ずら
れては
ゆら
ゆらと
絶え
ず

ゆれ
動い
てい
る。
手
て
に
は
伝
統

的
な
帆柱の
向い
木
造の
帆
船も
あ

れ
ば、
昨ヤ
叫肌紀も山川に
進
水したよ

うな
鋼
鉄
製の
貨
物
船も
あ
る。
ま

た

機械類を
消
滅して
吃
水が
深
く

なっ
た
新
型の
河川
川
汽
船も
停
泊

し
てい
る。
どの
船も
人
気
な
くひ

っ
そり
と
して、
ま
るで
死ん
だよ

うに
捺
印刷
され、
思
ぐろと
得
り
相公

AY
て
い
る。

泣
くの
河
耐に
は
数
笠の
大
剤
取

艇が
う
す
思い
裂で
停泊
中だ。
そ

の
阿
側を
小
砲
艇がせ
わ
し
%に
行

き
交
う。
飛
抹怖と
河川－
が
岸辺につ

なが
れ
た
大
小の
船の
舷
に
伝
わ

り、
山い
泡は
耐を
瞥きつ
つ
流
れ

に
来っ
て
下っ
てい
く
作
辺の
淡

に
お
び
た
だ
しいピ
ラが
浮んでい

る。
この
粉
末
なピ
ラに
は、
あば

き
幽
された
沢
山の
胞い
市災ゃ、

反
抗
闘
争のア
ピ
ール、
政

弘店時取

の
スロ
ー
ガン
などが
印
刷
されて

い
る。
世か
な
、J川は
こ
れ
らの
紙屯さ

れ
をの
せて
巡か
下
流へ
と
涜
れつ

づ
け
る。
そ
れは
ま
るで
武淡三
村山

に
住む
数
行
万の
背しい
筏
巡に
陥

っ
た
人
民た
ちが、
い
ま
ま
さに
生

き
るか
死
ぬ
かの
た
た
かい
を
して

い
る
たよ
り
を、
急い
で、
硝
煙た

ちこ
め
る
辞バ
下
疏の

各都市へ
伝

えよ
うと
してい
る
かの
よ
う
だ。

－
9
67ヤ
午ま
d
l

 

年が
明
けるや
否

や、
混
乱と
動
揺

の
正
大
な
川面
を

迎
えた。
北
京の

中央
文H山中グル
ー

プ
が
支
持す
る
g

m
造反
運
動は、

全
国
的な
規
模で

く
りひ
ろ
げ
ら
れ

た。
1
月に
ま
ず

上
海の
奪従に
成

功し、
「パ
リ・コ

ン
ミュ
lyL
を

必
似た
『．上
泌
人

民公
社」
を
発足

させ
た。
この
よ

うな
官
僚
制
度を

葬り
去っ
た
民
主

.,.: ．‘4』晶圃圃iii歯固圃色
1967年 8 月 5 目 、 毛沢東の 「わた し の大字報 発表 1 周年を紀念
し て 、 北京で 100万人集会カマ行なわれた． ニ の と き 鉱衛兵や造反

2震が劉少奇、 思小平、 陶錫の寂にお し かけ、 公開飢問を行な っ た
り し た。 写真は 100万人集会で天安門上よ リ 鈎手す る毛沢東。

選
手
体
制は、
党、
第、
政の
主
将

か
柑開
場す
る
とい
う
元
米の
伝
統
体

制
を
採がし、
あら
ゆる

統恕指導

相公
開を
授え
よらせた。
反
対に一

存
おい
山vaっ
た
の
は、

本命へ
の
紛

ぷで
傘術
逃一以
巡動に
参加
し
た
す

べ
ての
帆円だっ
た。

両
者の
聞の
闘
争はた
ち
ま
ち
激

化した。
新
制
地区の
災
権
派は
革

命の
仮い仰
をか
な
ぐり
品似て、
機
関

銃と
下旧制
怖を
もっ
て
造
反した
昨

州却
をむごたら
し
く
絞
り
くした・

2
月に
入ると
長
沙と
広
州に
も
大

規
模な
武
闘が
おと
り、
その
後
次

第にエ
ス
カ
レ
ート
して、
制批
持、

．る
などか
ら
ずや
大刀、
火
焔ピン、

強
力
殺
虫
剤に
まで
及
び、
続き
打

ち、
ガス
攻め
まで
始
まっ
た。

国
残
院の一
郊の
高級
官
僚が、

2
月に
聞か
れた
中央鉱
大
会
ぷの

附
トいで
大
胞に
も
文化大
本命を
否

定
し
た
ため
指
刑判
さ
れ、
失
脚
し

た
全同
各
符や
市の
政治
部
門の

背
任者
連は、
す
でに
大き
な．仕
力

を
受けてい
たが、
この
出
米
市を

知っ
て、
今
後は
中
央の
桁‘場
私引を

紙りに
す
るこ
と
がで
き
な
く
なっ

たこ
と
を
借り、
向日
分の
こ
とは
自

分で
んすら
ざる
を
ねな
く
なっ
た。

し
かし、
こ
れ
らの
災級
派たち

も
黙っ
て
は
い
な
かっ
た
’%、

問、
労
働
組AH、
民
兵、
公
安
等に
よ

っ
て
叩きつ
ぶ
さ
れ
て
はい
たが、

未
だに
残っ
ている
組
織を
紫
早く

強
力に
蒋編、
退
役
軍人や
近
婦の

俊
民などを
味
方に、

巾大阪派内一ザ

を
守るため
の
「

英第力L
をつ

くっ
た。

こ
の
「

本命努力」
は
人
民
銀
行

か
ら
現
金を
引き
出し、
物
資合
郎

か
ら
衣刻、

食料側、
山市
柄、
円H・伝
川

nw
等を
持
ち
出し、
あるル
lト
を

通
じて
銃や
郭泌
さ
え
も
手に
入れ

るこ
と
が
で
きた・

こ
ん
なわ
けで、

造反
大
衆は
川相

対
的に
勢hMが
弱まっ
た。

北京の

中央
文市
グル
ープが
速
くか
らい

くら
電
話で
激励したとて、
人
口氏

日
報が
，
要
文
刷、
不．安
武
闘’
（m

Ad
で
附闘
争
せ
よ 、
式
カで
闘
争
す
る

な〉とい
くら
叫んで
も、
「
革命
勢

力」
の
「
造
反
大
衆L
に
対
する
殺

りくを
少しも
阻
止
す
るこ
とは
で

き
なかっ
た。
そ
して、
この
時は

じ
め
て
造
反
大
衆は
気がつ
い
たの

だ・
今
まで
自ら
中
立だ
といっ
て

い
た
軍
隊の

指導おは、
実際には

沼極
派の
側に
立っ
て
い
るの
だ
と

い、フことに
｜15e

当
時
中
央が、』
れを
統治す
るに

は
二つ
の
方法
しか
なかっ
た。
一

つ
は
中央
文
革グル
ー
プ
が
各
地の

軍
隊に
「
造反大
衆L
を
支持
する

よ
う
命
令
し、
寸
革
命
勢
力L
に
波

してい
る
式
総を
取り一一
すこ
と、

も
う一
つ
の
方
法は
自ら
武
鼓して

造一以
奪取
をや
る・』と
で
ある。

中

央委員
会は
名輔の
手
段に
訴

え
武
闘
停止
を
呼
びか
けたが、
4

月初
日
か
ら5
月刊
日
ま
での
わ
ず

47 
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制E厨連
か
」l日
間に、
vM
都北京だ
け
で
行

三
十三
阿
もの
A
凶引
刊
か
先
生

し、合
計六
万三
千
人
余りが
それ

に
参
加した。
吏に
四
川省で
も
四

千
人
以k
もの．兆
似者が
山た。

5
月日
H、
父
小
山火
委
以
会υ一

年
前に
毛
主
席が
い机
州で
自ら
立
案

し
た一
通のhxunutva公
開した。
さ

らに一
歩
進ん
で
造反
鈴
力を
則
強

し、
一
年も
頑
・強に
低・抗してい
る

劉
少
奇、
郷
小平、
彰
英た
ち
を
政

治の
舞台か
ら
引き
ずり
下
そ
うと

、－t
d，p・。

，引H

，A

ゐ，町
こ
のい
わ
ゆる－
4
ごハ，辿
知」

が
先
KAさ
れ
るや、

造－L仏
大
地派は
白

いいをと
り
も
どし、
激しい
奪栴
闘

争に
は
さ
らに
柏
以がかかっ
た。

災
椴
派に
協
み
してい
る
以
人に
対

して
も、
また
川川
総
取が
指
導する

政的仰
綴
仰
に
対
し
て
さ
え
もよ仰
い絞
攻

守し
は
じめ
たω
大
地を
泌すよ
う

な
た
た
かい
の
拡が切っ
て
拡附
され

たの
で
あ
る。

鮮
胤で
制
川の
大
地は
削々
まで

染
まり、
人々
の
心は
泌い
似み
と

苦しみに
さい
な
まれた。
統一
さ

れて
か
ら
未だ
十数
年しか
総
たね・

凶
・泌が、
も
うこの
総な
布
史以
米

の
大
浪
乱に
陥ろ
うと
は
｜｜。
そ

し
て
この
泌
乱の
根
源
i！
中凶
共

産
党中
央
内
却の
本権
闘争は、
上

射の
二
つ
の
主
製筑
間の
努力が
相

伯
仲して
い
た
ため
に
閉
山中に
は
決

浴がつ
か
ず、
AP
凶の
混
乱
状態は

円以
刻
化し
たω
判似み
虫なる
対立は

ます
ま
す
深刻
化し、
つ
い
に
ぺ品

か
ら
何へd
と
変っ
て
いっ
たの
で

あ
る‘

「引
叫＝
武
渓
の
反
乱
鎮
圧
の
た
め 、

院
山
空
挺
部
隊
も
出
動
ま
ぢ
か
だ 。

7
月
初
日の
午
後か
ら幻
口
明
け

方に
か
けて、
引
用
機と
臨
時に
徴

用
さ
れ
た
民
航の
大
型
輸
滋
機が
ひ

っ
き
り
なしに
九
江
飛
行
均
へ
降

り、
飛
び
立っ
た。
卜．
泌
郊区
大
場
基

地に
恥
屯して
い
た
を
不
4AH
郎凶

屈の
独
占此
空
挺
’Mは
戦
闘
体
制をし

き、
山州
九誌に
九
江へ
移
動した。
狭

い
飛
行場に
は一
時収
容し
きれね

ねの
郎隊ゃ、
ィ叶
令
部後
方
勤
務の

m
N、
そ
れに
大
訟の
W4
・山山口mが
炎

然に
巡
ばれて
来た。
そこで
臨
時

に
徴
川
された
市
内の
各
学以や
体

育
館、
旅
館、
そ
れに
河
沿いの
倉

山などに
分
散駐
屯し
た。
林
立
果

の
率い
る
笠
悼平独立
聞もこの
ど
さ

く
さの
HM中に
九江へ
つ
い
た。
前

七委員
会が
臨
時に
設け
た
指
抑戦

闘
郎は、
宝
山中独
立
同を
九
江
市
委

員
会
の
宿
泊
所 いい
訓
り
当
て
た 。
術

品一円は
狭い
が、
騒が
しい
飛
行場の

兵
舎より
ずっ
と
まし
だ。

林
忠
則氷と
同政
治
委員の
方玉
理

に
は二
階の
束の
突き
当
りのト
イ

レ、
浴
京つ
きの
特
別
・出が
明
りゅー

てう
れ
た。
だ
が
方
政

治安日と
M

の
参ぷは
島
時に
設
抗
された
従
軍

指抑
却の
作
戦刊川
耐に
参加
す
る
必

袋上、
飛
行
場に
絞るの
で、
屯
トドト旧

部
隊に
叩小
川
町也F州
を一
本
然
殺して

も
らい、
それに
よっ
て
前
泊
所と

の
述
絡
をとるこ
とに
なっ
乍

市伏ど
お
し
低
空
を
飛ぶ
飛
行機の

駁
むで、
林
立
米は
なか
なか
限れ

なかっ
た
が、
朝の6
時に
は
起
き

て
飛
行場へ
向っ
た。

飛
行場の
指
仰－Wで
は
郎けはた
ち

が
む．小川止の
ため
充
胤した
阪で
忙

し
く
な
ち
働い
て
い
る ‘
絶
え
間な

く
送られ
て
米る
気
象デ
17
が
大

き
な
千
分の一
の
地
闘の
上に
散ら

ばっ
てい
る．
十
数ム口の
百羽は一

斉に
い必
一訪
中である。

川作h札
束は
濁っ
た
出会
%と
州
ハ十の

匂いで
む
せ
かえ
りエ
うな
地
下
訟

を
山た。
また
明るい
防
ざしに
土

政が
純一う
飛
行
妨へ
山て
米f。

岳
密と
唐
力
夫が
術
走
路ぎ
わの

ジ
l
プで
待っ
て
い
る。
彼は
黙っ

て
ボに
乗
り
込むと、
メ
イ
ン
品川
走

路
ぞい
に
飛
行幼の
泉
北の
端に
向

っ
て
市
を
必らせた。
そ
こに
は
独

伝
聞の
戦
闘機が
待
機し
てい
る。

滑
走路のつ
き
当
りの
広い
野
以

は、
平の
総が
殆ん
ど
見
え
ぬ
位

に、
深
総
色の
戦
闘山肌を
活た
－Mエ
挺

部隊の
兵
士た
ちでいっ
ぱ
い
だ3

ジ
｜
プ
はク
ラ
クショ
ン
を
鳴らし

な

が欠

字に
肢をお
ろ
して
いる

秋田読を聞いた夜は
賑やかしんみ り … ・ ・

決JP.,.t.6.1

人
む
れの
小を
巡り
弘け
た＠
件怜L札

m小は
飢に
あ
り
あ
りと
波
労の
色
を

見
せ
てい
る
純
真な
兵士た
ちの
方

をテラ
リ
と
u凡
たが、
す
ぐに
似
を

閉じ日米を
散らす
まい
と！
た。

「
制械化川、
林
M
HK、
方
政治
安
口述

はみ
なこ
こ
に
おられ
ま
す」

ジ
ー
プの
後
・浦
・陸
郎の
時中山が
大

声で
ど
なっ
た匂

林
立
mボは
限をあ
け
た。
独－uι
回

世J
備小
隊の
峨
土た
ちが
歩哨に
立

っ
てい
る
所から、
飛
行織の
停
止

場
所ま
での叩
M犯の
空
地に
方
政

治
委員、

牧師
巡
長の
隊
母た
ちが

織っ
て
駆
け
あしで
迎えに
出て
い

た
方
政治
委員の
鋭
せζ
けた
顔は

また一
段と
山
内くなっ
てい
た。

彼の
顔
を
比るた
びに、
mMの
半
分

を切
取っ
たこ
とが
紛々
し
く
思い

出
され
る。

「い
ま
宿
泊所と
述
絡
をと
り
まし

4古

小玉合名会社秋図厳造元

たら、

白むが
もうこ
ちらへ
向わ

れ
たと
の
こ
とで：：：。
ゆっ
くり

お
休みに
なれ
まし
たか？』

方
政治
委員は
貌しみ
を
込めて

低い
戸で
活しか
けた。

「
私は
よ
く
休め
ましたが、
あ
な

たは一
晩
中
眠ら
なかっ
たの
で
は

あ
り
ませんか？
任
務はもう
受

けと
り
ましたかL

「
上
部から9
叫吋川町
分に
任
務を
受

けに
米
るよ
う
指
示さ
れてい
ま
す

が、
ま
だ
早いで
すよ。
あ
と二
時

間もあり
ま
す。

般的作
栄は
徹
夜

で
や
り
終え
ましたL

林
立
mボが
陳
述
HK
をみると、
白

川帆が
充
血してい
る
お
ととい
は

一
晩小
訓
練
飛
行の
惣備
作
業をや

り、
昨叶
佼も一
晩中
仕
事
をい縦
け

た。
まっ
た
く
鉄の
よ
うな
男だ。

林
立
米は
十二
機の
．
時
幻」
戦
闘

機の
検
査報
告を
受
けと
ると、
黙

っ
て
手を
差しのべ、
しっ
か
りと



E温lli�著ヨ

ぞ攻.l't\lt. ,j＼ 祇 シ 十 ＇＂＂】

ぶ与
陳
述
HKの
武
付な
予を
ねっ
た。こ

の
例の
ない
で
きご
とで
陳
述
長の

衡は
さっ
と
赤く
な
り、
抗占H．
不
動

の
次官抽切で
大
戸で
答えた。

「
すべ
て
敬
愛
する
主
席の
ため、

散
命の
た
め
で
あ
り
ま
すL

林
武
栄の
暖かい
昨の
色が、
と

た
んに
鋭
く
な
り、
京つり凡ない
口

湖で、
「
幣
備作
ぷの
終
了
次第、
当
山の

汚
仰
向以
外は
すべ
て
ゆっ
く
り
休

むよ
うに」

と
命
令し
終
わると
方政治
委
以

の
方へ
むい
た。

「
す
ぐに
笠
挺
師
団に
巡絡して、

停
止
点か
ら
緩
陪
滑定
路までの
通

路を
必
ず
砿
保
して
下
さい。
少く

と
もω
M
制は
必
裂で
す」

方
政治
委
μは
突い
を
浮
かべ
制

き
林
t
mAの
力
強い
足
ど
りの
あ
と

につ
づい
て
小
H戸で
下川しか
けた。

「
述絡はも
うつ
い
てい
ます。
我

ス
トレ
ー
ト
が
．M悶
える。

ロッ
ク、
中小
川
りが
う
まい。

カクテルもさわやか
Ill

－本
般
近
沢の
階以
例。

米
大bf・
山
ぷ
公開…
mH
HK
作の

は川
同州ぃ仙いハッ
ケ
lジ
と

ラベ
ルが
日
印で
尤

一EA7
i

f

我が
使
う
時に
は
彼
らは
すぐ
滋を

あけ
ま
す。
あの
q．
挺
郎
ほの
戦
土

た
ちは
昨
夜
来たの
で
す
が、
ぞれ

か
ら
ずっ
と
判の3
時まで
立ち
通

し
なの
で、
彼
らの
問HKが
如何
誌に

米て、
通
路
を
俗りて
兵
士たち
を

坐
らせて
休
ませ
たい
と
一・2H
う
の

で、
私も
同
立し
たの
で
す。
彼ら

を
少しで
も
休
息さ
せてや
り
たい

で
すか
ら
ね」

銀色に
剣く
十二
織の
峨
問機が

作止
総の
うし
ろに一
列に
勢
揃い

し
てい
る。
コ
ン
クリ
ートの
飛
行

機
伴止ス
ポγ
トの
背後の
本っ
原

に、
五つ
六つ
緑
色の
野
戦テン
ト

が
飢
広て
ら
れてい
る・
一
審手
前

の
テン
トか
ら、
突
然、
独
立
聞の

通
幻日
小
李が
と
び
出し、
大
声を

は
り
あ
げた。

「
代品川
委
口！
問
民！
円十〈
指

川VWへ
いっ
て
下
さい。
緊急任
務

が
あ
り
ま
す」

向

組叩
’

忽

心
を
陶
然
と
さ
せ
る
充

実の
味
わ
い川

ー
ト
時
代
に
よ
る
t．

行

仲川闘
k
臥
阪

川刊で
働
〈
サ
予
v
l
T
ン
の
ト
人
じ
じ
人
は

役散
の

病気

を比刊』って
お

hv、

そ

八
千
百
七
＋
九
円
d

’i

ー
ぷ
は

a

伎
が
ボ
虫
で

，
UH
・
九
00 ・

以
ド

川
二
0 ．
山

川 ．

W
災
の
阪
で ．

』
地
川
dl
均
八
F ．
h
じ
ト
九
川
の
健
喰
健
全
ぬ
っ
て
い
る
。
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司
叫＝
反
乱
軍
を
率
い
る
陳
再
道
の
能
力
を一

昨川出
か
つ
て
林
彪
は
高
く
評
価
し
てい
たc

三
十
分後、
林
立
呆は
母泌と
ほ

カ夫を
引
きつ
れ、
高
度
2
0
0
0

Mの
上空
を、

山総
距離で2
0
0

Jある
武淡
市に
肉っ
て
と
ん
でい

た。紺
碧の
空は
見渡す
限り
罫一
つ

な
く、

操縦
席の
後
方には
高〈
昇

っ
た
胡の
太
陽がキ
ラ
キ
ラ
鯨い
て

い
る。
機
首の
下
方を
HA
ると、
右

側には一
す
じの
似の
広い
紛の
リ

ボン
の
よ
うに
郷く
長江が、
植問
縫

と一
虫千患の
緑の
悶
闘の
中
を
滅

れ
てい
る。
広い
河
面には
小
船
も

見え
ない。
封
鎖さ
れて
も
う二
日

目
なの
だ。

今
度の
飛
行
任瀦は
ちょ
っ
と
変

っ
てい
る・

武淡官叩
k
をに
述した

ら、
主に
淡ロ
の
各飛
行場の
状
況

を
仙祭し、
五、
六
度
旋制
して
す

ぐ
引き
返し、
決
してい
か
な
る
成

嚇
行為も
峨
凶
行動も
しては
な
ら

ぬ、
とい
うの
で
ある。

地
上の
黄土
色の
道
路には
取
も

通ら
ず、

牛車・の
鹿市い
点すら
見え

ず、
静か
で
平
和
その
もの
に
見え

た。
高
度を
下げ、
死の
街の
よ
う

な
貨石
市を
辿
過した
時、
突
然、

長江に
数
世の
灰
色の
本
経が
白い

航
跡
を
剛山し
ながら
遡
江してい
く

の
が
比えた。
こ
れは
京
泌
艦
隊の

中で
放
も
強
力な
武
溶を
備え、
最

も
速
力の
出る
駆逐
鑑で
あ
る・
か

つ
て
舟山
群
島
海
域に
配
備され、

作
戦
訓
総に
協
力してい
たの
に、

ま
さかこ
ん
な
とこ
ろで、
こ
ん
な

状
況の
下で
参加
してい
よ
う
とは

． プJメラやキキ ンパス

片手のぷ争耐震b

思い
が
け
なかっ
た・

林
立
来は
多
くの
京
区

指揮μと

政治
京町民をよく
知っ
てい
た
が、

武
漢軍
区の
司
令
臼
隙
再
道と
同軍・

区の
政治
委
口
鎗
漢
慈とは
たっ
た

こ、一一一
度会っ
た
だ
けだ。
隊一世U

は
も
と
もと
強
国
海の
紅
年
第四
本

の
出
身だが、
の
ちに
劉
伯
承と
罰則

小
平の一
二
九旅
聞に
厳し、
19

5
4
年に
なっ
ては
じ
め
て
第四
野

戦
軍へ
移り、
彼の
父
林
彪の
都
下

に
なっ
たこ
とが
ある。

1
9
55
年
に
武
淡筑・
区が
成
立

した
時、
司
令此に
υ庁逃したが、

その
昇進
発表の
時、
母
親の
葉
群

が
笑い
な
が
ら
父
殺に
言っ
た
首
相公

は、
今で
もよ
く
覚えてい
る。

「
字も
読め
ない
無
学な武
骨
者に

ど
うして
軍区
司
令
員がっ
と
まる

んで
すか？」

「
彼が
無
学な
者だ
な
んて
思っ
て

はい
け
ない
よ。
仙似は
戦
闘に
か
け

何も持t.:l:r.11、焼部首長吋拙米Ct1一五1.:�···

総昧《涼しみ却ま滋勺ても、

グルーフ鴨行は旅館1がu、ちばん．

j対路も悦しl、il!Rll締約j.

�� 
��；��技法グ） （ 糊明怖を容をう’＜'l，，－；－ィ 劃制u
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ては
大
し
た
もの
だ．
ア
メ
リ
カの

ウエ
ス
ト
ポ
イシ
ト
士
官
学校
出の

優
等
生だっ
て、
敗か
さ
れ
るの
だ

か
ら」この

戦
闘に
強い
武
作
者が、
今

問、
なんと
毛
主
席を
監
凶ぶしたと

い
う。
な
ん
とい
う
大
胆さだろ
う。

今
後の
彼の
た
たかい
ぶ
り
をぜひ

と
もこの
目で
見たい
もの
だ。

毛
主
席を
監
禁した
こ
の
事
件

は、
決
して口
外
され
なかっ
た。

一
般の
幹郎と
帥棋
士た
ちに
は、
た

だ武
淡軍区
内の
ひ
とに
ぎ
りの
走

資派の
反
本命
分子が、
附
総
制悼の

邸
窓治と主
力を
島町
茶し
たと
だ
け

発
表した。
もし
実
状が
知られた

ら、
一
つ
に
は
全
国
の
寸大
乱」

に
変
化が
おこ
る。
ニ
つ
に
は
主席

と
党の
威信が
そこ
なわれる心
配

が
ある。
い
ま一
寄
官官
婆
な
問
題

は、
どの
よ
うに
して
主
席を
安
会

かつ
迅
速に
救い
出
すか
で
あ
り、

ま
たい
かに
して
こ
の
秘
衡
を
守

り、

絶対に
痕
跡をの
こ
さぬ
よ
う

に
処
理
するか、
で
ある。

機
首の
下
方に
見えて
き
たのは

明る
く
光っ
た
湖で
ある。
彼が
何

年も
的削に
鴨
を
射っ
たこ
との
あ
る

孫子
湖だ。

此H遊んだ
地を一作ぴ
訪

れて
も、
人も
品川
色も
変り
米て、

たと
え
過ぎ
去っ
た
時間を
追い
か

け
取り
戻せ
た
とて、
いっ
たい
何

に
なろ
う。
繰り
返し
人の
世の
苦

しみ
を
味わ
う
だ
け
では
ないか
？

彼は二
十三
歳に
なっ
た
ばか
り

だが、ヤ』の
五
年とい
う
歳
月は、五

十
年の
円以い
成
月の
よ
うに
忠
われ

た・
この
狭い
世の
中で、
す
でに

二
人の
人
聞か
ら
心に
手ひ
どい
傷

手を
受けてい
る。
この二
人は
ど

ちらも
女
性だ＠
一
人は
彼に
とっ

て
忠魔のよ
う
な
存
在。
彼はA叩の

尽
きる
最
後の
瞬間ま
で、
彼
女を

恨むだろ
う・
他の一
人は
笠の
泌
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に
か
かる
妊の
よ
うな
女性で 、・
七

色に
炎しく
空に
映
えてい
るが
泣

くて
手が
届か
ない 。
その
こ
とが 、

いつ
も
彼の
心
をさい
なみ
苦し
ま

せ
た 。

会結
力を
仕
事に
注ぎ 、
空

を飛
朔するこ
とによっ
て 、
は
じ

安＇ Gどできる
旅の宿。

めて
し
ば
し心の

や
すら
ぎを
得る

こ
とが
で
きるの
だ ．

く
ねく
ねと
曲っ
た
潔子
湖が
飛

行機の
うしろに
去っ
てい
くと
前

方に
東湖の
美しい
おだ
やか
な
姿

が
あ
ら
わ
れ
た 。
長天絵 、

行吟

問 、
湖
光閣などの
炎しい
建
物も

緑の
樹々
の
聞に
見
出さ
れた 。

右
手の
揚子江ぞい
に
延
びてい

る
鉄路には
列
車の
彫も
なく 、
白

く
光るレ
1ル

が
沙鞠の
まん
中
を

繊切っ
てい
る 。
アッ
！

思い
大

きなか
たま
りと
なっ
た
群
衆が 、

沙湖か
ら
洪山へ
と
動いてい
る 。

道路
も
広
場も人の
勝れでいっ
ぱ

い
だ 。
彼は
蝿W首を下げ 、
洪山賓

館の
後方の
武
漢軍区をか
すめて

飛んだ 。
そこの
広
場は
政
色い
軍

服を
mMた
軍人で
忽まっ
てい
る 。

仰をしてい
るの
だろ
う？

反
革
命
分
子
は
な
ぜ
多
い
の
か

再び
左に
旋回し 、
蛇山
上
空か

ら
まっ
し
ぐらに
お々
とか
かっ
た

長江大
怖を
飛び
越えたが 、
昔 、

恥や
列車が
織の
両
側から
疾
駆し

た 、
あの
賑やか
な
光長は
消え去

り 、
大
級は
しょ
ん
ぼりと
鈴
子江

の
上に
うつ
ぶ
し
た
姿に
見える 。

ど
の，

絡の
前後には
土
漢が
税まれ
遮蔽

工
事が
始
まっ
てい
た 。
林・双
来は

工
事
中の
兵士が
慌しく
行動する

の
を
見て 、
ど
うやら
対空射
絡みの

準備らしいと
思っ
た 。

お｛酎Tちな旅はオフ・ シーズンを狙って。
「l贈官級出問繍訟断Jによると、 全体

年均と して、 1泊2孟rr.n首泊斜金 俗4・

サービス＊＇�を除 〈 ） は一弾絡の附Itで

8.08α司。 それが、 オフ ・ シーズンには、

5ふ刷工jゐ オ’ ン ・シーズンの70%の刀剣山

RX江を
越えて
淡阪の
上空まで

来ると 、
亀山の
頂上でも

戦闘準

備の工
事が
行われ 、
多くの
部
隊

が
働いてい
た 。
彼は
店をしかめ

て
機体
を
傾けて
通りすぎ 、
淡水

を
絞て 、
人
家の
密集し 、
道路が

縦績に
走る
漢口の
上
空へ
飛んで

来た 。高いピル
に
挟まれた
一樹の
広い

中
山
道路が
すぐに
見つ
かっ
た 。

5
00
Mの
上
安から
見
お
ろ
す

と 、
数キロ
の
道路には
旗やの
ぼ

りが
向く翻り 、
人の
群れが
押し

合っ
てい
る 。
林立来はこの
光
設

に
と
まどっ
た 。
ど
う
もこ
れは 、

一
に
ぎりの
反
革
命
暴徒が
造り
上

げた
恐
怖の
都市では
な
い
ら
し

い 。
ど
う
やら自
分は
大
祭の
人が

よろこ
びに
沸き
立つ
祝
賀
行列の

上を
飛んでい
るようだ 。
こ
れ
は

いっ
たい
何事だ
？
武
淡市にい

っ
たい
何が
起っ
たの
だろう 。

人の
群れが三
色に
区切ら
れて

い
る 。
業みど
り
色は
軍人で 、
自

は
学生と
労働
者 、
－一川は
幹部たち

である 。
その
中にト
ラッ
クが
何

掛か
混じっ
てい
る 。
まさ
し
くこ

れは

反革命分子がデモ
行進をし

てい
るとこ
ろだ 。
だがいっ
たい

「
本
命大
衆」
は
みん
な
ど
こ
へ

行っ
たの
だろ
う？
それに
して

も 、
反
革命の
人たちは
なぜこん

なに
多い
の
だろ
う？

右側の
河沿いの
辺も人の
列で

5 1  

必ヴ
趨
の
数
字

「
昭
和
五
十二

年
度犯
卵
白
刈ど
に
よる
と 、
業
務
上
過
失
殺死
傷を
怖聞
く
刑
法
犯
は
両国
二
十
肉
H
U
F
仰で 、
前
年に
出4一
万

百
二
十
四
万
五
千
牛ィ

三
千
件ふ・λ 、
四
十
九
年以
米一 七
年
辿
絞の
幼
加
k
なっ
た ・
なか
で
も
女
性
の
犯
罪 ‘
九%せ
い
削
wv
犯な
tが
A1品
川引
し
てい
る ・



司

ー註

.,,,,. 

E且Ei!�·週
押
し
合
い
へ
し
合
い
だa

伎
は
出似
体

・・t
11

ι炉、
．，、
a．
、，
，

ち，a』‘・
zb白山・

ふ
る．、e
o
－－
バ

に
あ
る
．人
mmハ
刷川
へ
向
う
と、
一
円
ひ
パ

ハ
ト．
笠
へ
と
っ
て
か
え
し、

熊山系
織

を
総
て

束尚
に
あ
る
式
ハ
飛

行均
へ

と
飛
ん
だ・

こ
の
時、
ヘ
ル
メ
γ
ト

の
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か
ら
異
常
な
維
者
が

き
こ
え
た。

上
空
で
今
戒
の
任
に
当

っ
て
い
る

岳宙
と

山崎力夫
か
ら
通
信

が
入
る
の
だ
ろ
う
か
？

デ
ー
タ
リ

ン
グ

帯川
を
見
た
が
何
の
変
化
も
な

い。

こ
れ
は
お
か
し
い。

す
る
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
か
ら
微
か
な

活
し
戸
が
聞
え
て
き
た。

寸
こ
ち
ら
武
淡
空
軍・
部
隊、
こ
ち
ら

武

泌空
軍
郊
隊、

応
答
ね
が
い
ま

すL林
立
栄一
は
一
瞬
迷
っ
た
が、
す
ぐ

に
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
通
活
織
の
ダ

イ
ヤ
ル
を
附
し
た．
コ』
ち
ら
安
川明

独
な
凶、

そ
ち
ら
の
身
分
と
名
前
を

ど
う
ぞ」

「
こ
ち
ら
式
決
空

軍都
政
削
副

令円以

の
劉
隻
で
す円

私
は
毛
主
席
及
び
中

央－
XH4
グ
ル
ー
プ
の
指
示
に
従
う
も

の
で
あ
り
ま
す。

現
在
飛

行場
の
一

印
が
反
革

命軍
隊
の
乎
で
制
圧
さ
れ

mM
隙

不能、
h川
陀
不
能。

ど
う
ぞ」

「
た
だ
ち
に

中央
と

述絡
を
と
り、

状
況
報
告
を
た
の
み
ま
す
L

「
現

在無線
川
が
使
え
ま
せ
ん。

そ

ち
ら
か
ら
中
央
の
各
首
長
に
伝
言
を

即
い
ま
す
：
：
：。
，
太
肌m’
は
元
気
で

我
々
を
限
ら
L
て
い
る。
で
き
る
だ

け
述
く、
こ
の
飛
行
場
周
辺
の
安
全

un
kr
紙
大
し、

ユ

辺国間
を
派
出
し
て

町制一t
似
bL
巡び
一ハしd
y
ぃt

「
了
解。

早速伝
え
ま
す」
林
な
米

は
訓示H十
く
「
対
校」
の
数
アボ
タン

を
抑
し
て

市川、

m

hμトボ
の
こ
人
に

述絡
し
た＠

そ
し
て
ス
ロ
ッ
ト
ル
を

人ト
払
に
し、

民総
刊
を
グッ
と
引い

L－
2es
L
L
し
な
べ
，
M
況
報告

を
山内
っ
て
い
る
多
く
の
党
や
京・
の
抱刊

日付行
た
ち
に
一
刻
t
Hr
く
ニ
ュ
ー
ス

を
川
け
る
べ
く、

急
い
で
九
江
へ
向

っ
た。

司
自一
九
江
賓
館
で
は
林
彪
が
毛
主
席
救
出
の

ロ
山
作
戦
会
議
を
行っ
てい
た。

ジ
ー
プ
が
三
台、
フ
ル
ス
ピ
ー
ド

で
飛
行
坊
を
走
り
出
る
と、

人
っ
守

一
人
い
な
い
大
通
り
を
よ
こ
ぎ
り、

ま
っ
し
ぐ
ら
に
枯
倣
へ
通
ず
る
道
を

疾
走
し
て
い
く。

や
が
て、

ジ
1
プ
は
に
ぷ
い
う
な

り
を
た
て
な
が
ら、

道
の
左
側
の
向

い
丘
へ
と
全
力
を
あ
げ
て
の
ぼ
っ
て

い
っ
た・

い
く
既
に
も
閑
め
た
竹

側地
点
を

通
過
し、

丘
の
上
の
大
き
な
他
物
的

の
広
押切
に
入
り、

九

江貸
館
の
距
門

前
に
停
ま
っ
た。

九
江
飛

行場
内
に
政
抗
さ
れ
た
安

市
指
彬
部
の
立
任
者、

笠
M4
政
治
安

日
劉
賢
織
は
林竹
品
川本
を
伴
い、

多
く

の
品川
衛
兵
に
守
ら
れ
て

布市議μ会

の

指抑部
へ
や
っ
て
く
る
と、

そ
そ

く
さ
と
会

市叫ゑ
へ
入
っ
た。

お
り
し
も、

な
か
で
は

不市・安
HH

刷
、沢
防
米
関

防縮
長
の
林
彪
が
作
戦

会
議
を
ひ
ら
い
て
い
た。

林作
v．
米
の

観
曲目小
報
告
と
武
漢

詩A4

削除
州
司
令

口
劉
砲
の
市川
．拠
調
夜
を
も
と
に、

す

ば
や
く
作
峨
計
例
を
練
っ
た。

こ
の

作
戦
会
波
は
午
後
2
時
ち
ょ
う
ど
か

ら
始
っ
て
い
た＠

全
国
人
民
の
敬
愛

の
ま
と
で
あ
り、
み
ず
か
ら
も
文
化

大

革命
運
動
を
指
涼
し、

指
揮
し
て

い
る
毛
沢
東
主
席
を、

安
全
か
つ
秘

絞
樫
に
反

革命
の

暴徒
ゃ、

反
中
央

の
作
戦
の
包
囲
か
ら
欽
い
出
す
た
め

の
軍
隊
会
議
だ。

林
武
米
は
も
う
HK
い
こ
と
父

純林

彪
に
あ
っ
て
い
な
か
っ
た＠
こ
ん
な

と
こ
ろ
で
あ
う
な
ん
て
思
っ
て
も
い

な
か
っ
た。

対

日川中市人宮
崎
の
い
ち

ば
ん
岡崎
漉
し
た
作
戦

会議
中
だ
か
ら

だ
ろ
う、

父殺
は
彼
の
方
を
チ
ラ
と

も
H凡
な
か
っ
た。

左
ひ
じ
を
テ
ー
ブ

ル
に
つ
き、

トボ寸身
を
釆
り
山
す
よ

う
に
し
て、

中相
手
に
太
い
亦
エ
ン
ピ

ツ
を
も
っ
て、

千
分
の
一
の
大
地
問

に
丸
印
や
矢
印
を
つ
け
て
い
る。

同

時
に、

各
人
の
立
H凡
を
張
領
よ
く
ま

と
め
て
は、

そ
れ
ぞ
れ
泌
・
隙
・
益

三
事
の
共
同
作
戦
の

指示
命
令
を
あ

た
え
て
い
た
が、

特
に
時
間
近
守一
を

強
く

要求
し
て
い
た・

こ
の
時、

林
政
栄
は
は
じ
め
て
昨

伐
の
う
ち
に
以
於
巾
を
m
W
0．

前

川
間ー
が
包
捌
し、

ま
土

海軍
，
MK
Y．

の
トぃ
秘
か
ら
下
総
ま
で
制
げば
し
た・』

と
を
知
っ
允e

批川
山

昨日
か
ら
移
動

し
て
米
れ人
間
犯
の
京
駅
返
rM
K、

尚

一
以
潟
市
印
ほ
の
砲
哩
とAH
流
し、

寸

で
に
武
れ
か
ら
河
口
の
器
U
で
ね
機

し
て
い
る
。

だ
が
桜
山中
な

行動
は
絶

対
に
汗
さ
れ
な
い。
一
段
火
主
が
切

ら
れ
ね
ら
す
べ
て
が
逆
の
方
向
に
品川

き
た
す
恐
れ
が
あ
り、
い
ま

反主叩

の

暴徒
の
手
中
に
あ
る
毛
主
席
や
そ

の
他
の
中
央
首
長
た
ち
の

生命
も
大

き
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
か
も
し
れ

E、。
＋ん
しし

か
し
今
は
刻
盟
か
ら
の

述絡
に

よ
り、

主
席
や
首
長
た
ち
の
様
子
も

分
っ
て
い
る
の
で
一
眠不
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
る
情
況
下
に
あ
る。

各兵磁
の
立
任
者
は
次
々
とA叩AV

を
受
け
出
て
い
っ
た・

品村
山丸
川却
も
劉

政
治

安ハH
の
後
に
つ
い
て
ド
ア
に
向

っ
た
が、

父
斜
の
こ
と
が
%
に
か
か

っ
た。

絞
り
返
る
と、

父
矧
は
ち

ょ
う
ど、
二
人
の
当

昏兵
に
抱
き
か

か
え
ら
れ
て
第
椅
子
に
い
く
と
こ
ろ

だ
っ
た・

眼
鋭
を
は
ず
し
たHH
eH
〈

焔
の
そ
げ
た
顔、

限
は
し
っ
か
り
と

閉
じ
た
ま
ま
だ＠
こ
こ
二、
三
日
仕

事
が
き
っ
過
ぎ
た
の
だ
ろ
う
！

ジ
ー
プ
が
淑
を
下
っ
て
い
る
時、

丘
の
前
き
の
広
場
で
耳
を
つ
ん
ざ
く

よ
う
な

線計
が
お
こ
っ
た。
一
機
の

大
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
び
立
ち
半

円
を
揃
い
て一

山線
に
丙
北
に
飛
ぴ

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

も

経

営

戦

略
の

ひ

と
つ

で

す 。

52 

自
洋
舎
の

ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム

・お
客
さ
ま
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
で

接
す
る
ピ
ジ、
み
ス
で
は 、

ニL

フ
ォ
ー

ム
の・
民
し

悪
し
が 、

大

き
な
問
題と
なり
ま
す。
白
洋

合
で
は 、

ワ
ー

キ
ン
グ
ウ
エ
ア

や
オ
フ
ィ
ス
ウ
エ
ア 、

サ
1
ピ

ス
ク
エ
ア
な
ど 、

い
乃
い
Zり
な

ユ
ニ
フ
寸
l

ム
の
レ
ン
タ
ル
や

オー
ダー
を・爪っ
てい
ま
す。

ぜ
ひ、
一
山ご
相必
く
ださい、。



、ー，
‘’ � ， �；泳選 字i

る。
畷
聞は
も
う
終っ
た
ら
しい。

空挺
部
隊
は
ふ
た
手に
分
れ
て
什
同

通
り一
路
洪
山
地
区
に
進み、
供
山

賓
館に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
数
人

の
中
央
首
長
を
紋
山
し、
中
央に
反

数
十
機の
愉
送

肱
を
ひ
る
が
え
し
て
い
た
武
時中．除

機
が
下の
方
で、

司令部
を
匂
還
し
た
は
ず
だ。

まっ
内
な
花
び
ら

別の
道
を
ゆ
く一
隊は
先
を
午つ

を
撒
き
ち
ら
し
て

て
蛇
山
を
占
一知し、
民
江
大橋の
紛

い
る。
花
び
ら
は

副
飛
を
突破
して
大
怖の
交
通
路
を

7
ワ
リ、
7
ワ
リ

・た
断
し、

湾問
か
ら
やっ
て
く
る
ぶ

と
胤に
鉾っ
て
い

災
人
た
ちのいえ
同伐
を
阻
止
し
た。

た
が、
その
う
ち

以
し
い
収
闘が
蛇
山
地弘
で
行れ

急
に
し
ぼ
ん
で
地

れ
て
い
る
．刷、
林
立
京は
その
ト9
2

上に
消
え
た。
地

を
と
ん
で
い
た。
彼は
攻
戦中
も
で
き

上に
煙
霧
が
点々

ない。
ま
た
攻
喉
し
たい
と
も
思
わ

と
あ
ら
わ
れ
た。

な
かっ
たa
た
だ
傍
観者の
よ
うに

こ
れ
は
空
挺
加
隊

上
空か
ら
飯山決
し
て
い
た
の
だ
が、

が
武
門飛
行場
を

戦
闘
機の
迷
政
が
H十
す
ぎ
て
下の
く

包附
し
て
い
る
反

わ
し
い
情
況は
はっ
き
り
分
ら
なか

本
命
総徒
と
た
た
かっ
て
い
る
の

っ
た。

だω
ど
う
や
ら
戦
況は
味
HHに
お利

山内
緑
色の
市
服の
空
挺部
隊に
対

に
進
ん
で
い
ゐ
ら
しい。
低
空
飛
行

す
る一民
本命の
操作此
た
ち
は、
方
i

で
ぐ
る
り
と
旋
聞
し
て
反
ろ
う
と
し

キ
色の
市制服の
武
淡
部
隊
の
ほ
か

た
時に
は、
泌
総
色の
笠
挺
部隊の

に、
白、
庁、
グ
レ
イ
の
色
が
ご
ち

兵
士
た
ちは
全

員泊地
し
お
わ
り、

ゃ
ご
ちゃ
と
泌
じ
り
合っ
た一
株
も

外
は
静
か
で
飛
行
機の
・首
も
し
な

一
部の
者
は
何台
かの
ホで
通
行止

い
る。
彼
ら
は
戦
闘
経
験
も
な
い
よ

い。
政
治の
混
乱の
あ
ら
しの
中
心

に
し
て
あ
る
治定
路の
小へ
進
入
し

う
で、
砕
を
な
し
て
は
突
進し
傑
み

は
す
で
に
式
決
に
移っ
た
の
だ。
鼓

て
い
た。

合っ
て
い
る。
空
中か
ら
見
お
ろ
す

映に
異常
なほ
どの
紛淑
が
感
じ
ら

彼
は
低
空
を
見
維の
も
う
も
う
と

と、
蛇
山に
説
く
HK
江
大
紛の
上は

れ、
附
く
兎い
必の
中は
か
らっ
ぽ

立
ちの
ぼ
る
パ
口駅に
む
かつ
て
飛

hAっ
て
い
る
人
で
い
っ
ぱ
い
だ。
彼

に
なっ
た
よ
うで、
何
も
与え
た
く

ん
だ。
そ
こ
は
先
発
し
た
本庭
印隊

ら
は
逃
げ
て
い
る
の
で
は
な
く、
戦

な
かっ
た。

の
降
F
地
点
で
あ
る。
駅の
州市
ゅ

う
た
め
に
向っ
て
い
く
の
だ。
あ
ん

限
を
問
じ
る
と
脳
慨に
続
きつ
い

に
は
まっ
烈
な
煙が
た
ち
こ
め、
そ

なに
た
く
さ
ん
の
人
が
？
ま
さ
か

於同削めフタイ
ト
で
けんた

光設が

め
附め
ら紅

い焔MV
哨宮
山
し
て
い

こ

れが以
統
命
分子が
し
守
βに
U．

今
週
の
数
字一
四
千
六
百
九
十
万
台

十
H

E
R－－
n
は
屯
じ
屯
ぷ
記
念
日 ε
日
本
の心・
忘
れ
品川
は削吋i化
問
千
六 一れ
ん
卜

ιH ・：
川川町－－
百
人
に・ムH
の
別A円

a

z

－

で、

叫H
淡
本
は
ア
J
リ
b
に
次
い
で
険
将
司刑

判刊

ダ
f
T比四

化
は
九
九
・

七
%
f

en
年
に
は
一

O
O
%
に
な
る
F
定
だ。

去っ
た。
こ
れ
か
ら
彼の
父
波
が
怨

ロ
ま
で
飛
び、
軍艦に
然
来
し
て
陣

頭
指締に
当
る
の
だ。
林
立
川本は一

瞬、
身
ぷ
るい
し
た。
父の
健
泌
が
気

が
か
り
な
の
か
？
そ
れ
と
も
誇
ら

し
く
感
じ
た
か
ら
なの
か？

あ
る

い
は、
父
の
雄々
し
い
災任
感に
感

銘
を
受
け
たの
だ
ろ
う
か？
そ
の

い
ず
れ
で
も
あ
る
か
も
し
れ
ない。

自
分
で
も
はっ
き
り
し
な
かっ
た。

先
発の
倫
送
機
が
q挺
’部
隊
をの

せ
て
総
陪
す
る
と、

対象
泊伝
川以
が

間HMJ
め
た
阪
で
湖
北
地
区
気匁ム円の

だ
し
た
活
市川
労
相械の
記
録
を
持っ
て

き
て、
到
政
治
委
員
に
波
し
た。
彼

は
し
ば
ら
く
協
議
し
た
末、
気
象
状

況
芦ぽ・

事4Td同門会の

指抑戦
闘部に

知
ら
せ
た。
そ
れ
か
ら
十
分
ほ
ど
し

て
問
答が
よ
せ
ら
れ
た。

寸
林
総
司叶
令の
指
示
・辿
りに
決
行」

－一
待
問の
焔
滋
機の一
聞が
時間

通
りに
山
発
し
た
と
十
分
後
に
は、

一
川口一
林
立
果
が
日
記
を
書
き
お
え
た
と
き、

戸
市
山
「
あ
の
女」
が
入っ
て
き
た：
：
：。

H
刊が
れ
頃、
林
立
来は
疲
れ
切っ

た
身
体
を
ひ
き
ず
る
よ
う
に
し
て
・悩

会の
鴻
凶へ
州っ
て
米
た。
方
政
治

委
員は
被
備川以
と一
緒に
戦
闘
機の

保
交点
検に
山
か
け、

術会へ
は
州

っ
て
こ
れ
そ
う
も
な
い。
山中一
内
に
は

－一
つ
の
ベ
ァ
ド
が
あ
る
が、
い
ま
は

林
武
米
た
た一
人、
ぐっ
た
り
とベ

ッ
ド
に
倒
れ
込
ん
だ。

ひ
とコ
マ
ひ
とコ

て
ま
る
で
映尚

の
よ
うに
ま
ぶ
た

に
一点
か
ん
で
く
お・
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大字報の は じ ま り は1 966年 5 月 、 北京大学に 貼 り だ さ れ た党幹部批
判 だ っ た。 次いで 6 月 、 清華大学付ll中学の車工衛兵が発表、 毛主席
がそれを支持 し て 、 以後、 文iTiの ‘新兵器、 大字絡が威力 をふ る う
ニ と に な っ た。 写真は統州市内の街頭に並べ ら れた大字線。

林
立
川本
も
独・立
問
を
山いい
て
立に
成

び
立
ち、
時
び
川町
泌へ
向っ
た。

伝
す
る
多
数の
寸
宵
万
絵
師」
で
は

あ
る
ま
い
？

淡山
一地
区
の
街の
巡
り
は
どこ
も

か
しこ
も
人
で
埋
ま
り、
極
上に
ま

で
人
が
立っ
て
い
る。
と
突然、
い
ま

飛
ぴ
す
ぎ
た
ピ
ル
の
反
上で
つ
づ
け

ざ
まに
何
か
が
ピ
力ッ
と
光っ
た。

光
は
彼の
方
を
目
が
け
て
と
ん
で
米

た。
急い
で
機首
を
上
げ
笠
向
く
逃

・
げ
込
ん
だ。
そ
し
て
い
ま
市
区
や
河

聞の
上
を
飛
び
かっ
て
い
る
聞の
各

機に、

低空

男禁
止の
命令
を
山

し
た。高

皮1
0
0
0
M
で
武
品
飛
行場

の
上
空
を
通
過
す
る
と、
飛
行
場
周

辺
に
は
混
雑
し
て
い
た
人の
群
れ
も

すっ
か
り
な
く
な
り、
深
緑
色の
戦

闘服の
小
さ
な
点
が
安
全
区に
ま
で

拡
がっ
て
い
た。
滑
走
路
上の
附
出

物
も
光
会に
と
り
除か
れ、
輸
送
機

が一
機、
向い
胤
を
受
け
な
が
ら
ゆ

っ
く
り
と
降
り、
安
全に
滑
走に
移

っ
て
い
る。

飛
行
場
付
近は
元
通
り
に
なっ
た

が、

沙湖の
周
聞
と
洪
山一
倍の
た

た
か
い
は、
な
お
も
激
し
く
続
い
て

い
る
ら
し
い。

む
山の
東
側に
ま
る
で
数
十
本の

応の
しつ
ぼ
が
採
れ
て
い
る
よ
う
な

黒
細胞
が
た
ち
の
ぼっ
て
い
る。

円以江

大
総の
市の
陣地
付
近
に
は
白
兵戦

が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ、
昔の
貨
初出国

あ
との
前
は一
大
戦
闘切に
なっ
て
し

まっ
た
そ
こ
か
し
こ
に
死
刑陶必
が

倒れ、
硝
制の
－H向

いがたhJトめ、

53 



、‘
・．

，〆
， 吋e

方々
に
紅
旗の
ひ
る
が
えっ
て
い
る

の
が
よっ
き
り
と
見
え
た 、

天
奥
州の
河
函
K
哨
泊
して
い
た

駆
逐
艦は
武
漢
関
大
庇前の
よ
り
広

い
河
而に
移
動
し 、
白い
短
を
砲口

か
ら
絶
え
ま
な
く
吐
き
出
し
て
い

る 。
武
白
地
区の
沙湖一
郁で 、
い

く
筋
もの
mmい
煙が
あ
がっ
た。

林
立
川水は
武
凸の
京
湖の
上
空か

ら
味噌
吻
山
を
同っ
て
沙湖に
抗
行し

ょん 。
下の
街
では
浴
れ
た
人
た
ち

が、

沖淡
の
よ
う
に
エ
人aX
化
宮へ

と
抑
し
淡
さ
れ
て
い
く。
その
まっ

た
た
中に
も
う
も
う
と
黒
川聞
が
あ
か

っ
た 。
究い
上
る
姥の
小に
は
肉
片

ゃ、
ち
ぎ
れ
た
手口ん
が
と
び
散
り、

鮮
血
と
泥
が
ま
じ
り
合い、
そ
し
て

たっ
た
い
ま
失っ
た
ば
か
りの
＆宏叩

と 、
数
知
れぬ
壮
大
な
美し
い
理
想

も
混じっ
て
い
る
は
ず
だ 。

東
南の
空の
涯
か
ら
み
る
み
る
う

ち
に
ふ
く
れて
き
た
宙雲は 、
笠の

半
分
を
まつ
く
ろに
綴っ
た 。
主の

織
に
稲
妥が
走っ
た
mm
袋は
物
縫い

早
さ
で
ふ
く
れつ
づ
け 、
長
江
を
淡

り
ま
た
た
く
問に
武
淡三
鋲
を
すっ

ぽ
り
と
覆い
か
く
し
た。

収
納
を
流
すよ
う
な
米
．仰で
桜山骨

は
光
会に
遮
断さ
れ
た 。
林
忠
刷所は

カいっ
ぱ
い
機
首
を
あ
げ
る
と
雲の

中へ
突っ
込
ん
だ 。
ま
るで
夢の
恢

界に
い
る
よ
うに
ミ
ル
ク
色の
波い

湯の
中に
浮
か
ん
でい
る 。
稲
HKが

機
体の
す
ぐ
傍で
光っ
た 。
間以の
前

に
は
た
だ一
商に
白い
そ
bu
モ
ヤ
し

た 、
脱
け
山す
こ
との
で
き
ない
物

体
が
涼司
て
い
る 。い削
万は
ど
う
な

っ
てい
る
ん
だ
ろ
う？
レ
ー
ダ
ー

も
．中山市川正の
中
では
役に
立
たぬ 。
輸

送
織と
ぶつ
か
り
は
し
ない
だ
ろ
う

か
？
聞の
僚機
と
衝

突事故で
も

わ
た
し
よ、

あ
あ！
林
以
来は
両
手で
磁
を

抱
え
た 。
も
う
何
も
思い
出
し
た
く

な
い。
肉
体
ば
か
り
か、

粉神
も
疲

れ
て
い
た 。

微
か
に
焔
送
機の
う
な
り
が
聞・』

え
て
い
る・
：・ 。
突
然
ド
ア
をノッ

ク
す
る
首
が
はっ
き
り
と
智
き 、
彼

は
お
ど
ろい
て
似
を
さ
ま
し
た。

鎚
をあ
け
る
と
ドア
の
外に
は
絡

し
そ
う
な
岳首
が
立っ
て
い
た。

「
林
間
長 、
夕
食で
す 。

老荘が
今

日 、

克裕
か
ら
やっ
て
米
ま
し
た ＠

大
問
題は
解
決
し
ま
し
た」

老
荘は
独
立
問の
竹栴
基
地の
炊

事
班
長で
あ
る 。
彼は此口 、
上
泌の

部
凶町中
飯
店で
腕
を
際い
た
と
か
で 、

西
洋
料
剛惜の
腕
前は
相
当
な
も
の

だ 。
昨
晩と
今日
の
畳は
宿
泊所の

三
洗のコ
y
ク
が
作っ
た
料
理で 、

み
ん
な
が
あ
ま
りの
ま
ず
さに
限
を

ム
い
た ・
者
荘
が
来て
く
れ
さ
え
す

れ
ば 、
こ
の
間
泌は
片
付
い
た
も
同

然
だ 。食

堂は
附燃やか
な
お
し
戸
でいっ

ぱ
い
だ 。
独
立
聞の
十一
人のパ
イ

ロ
y
ト
の
外に
も 、
食
蛍の
五
磁
入

お
こ
し
た
ら
大
変だ 。
た
だ
の
恐
れ

と
も
ち
が
い 、
ま
るで
死の
近づ
い

て
く
るの
を
待っ
て
い
るよ
う
だ 。

彼は
阪
を
み
ひ
らい
て
死の
諸
れ
る

の
を
待っ
て
い
た 。
い
ま
か 、
い
ま

か
と・・・・
・・ 0

入
つ

て
も
い
い
？

ロ
の
近
くに二
十
人
ばか
り
見
知ら

ぬ
人
が 、
三
つ
の
大
き
な
丸
テ
ー
ブ

ル
を
凶
ん
でワ
イ
ワ
イ 、
ガ
ヤ
ガ
ヤ

と
やっ
てい
る。
林
立
川水は
顔
をし

か
め 、

食堂の
脇の
入
口
の
ド
ア
の

と
こ
ろに
立っ
た
ま
ま
眺
め
て
い

た。
普宙が
近づ
い
て
さ
さ
や
い
た。

「
北
京と
上
海か
ら
やっ
て
来
た
民

航
機のパ
イロ
ッ
ト
述で
す 。
指
郷

部で
彼
等の
宿
舎
を，』’』
に
割
当て

た
の
で 、
こ
の
食堂で
食べ
て
い
る

ん
で
すL

実
は
この
食堂は
者
段は
大
混
堂

なの
だ
が 、
現
在は
九
例の
丸テ
ー

ブ
ル
を
叩恥い
て
あ
る。
ス
テ
ー
ジ
に

近い
ニつ
を
独
立
回が
使
っ
て
い

る 。
こ
ち
ら
は
老
荘
を
呼んで
特
別

に
料
理
を
作ら
せ
て
い
る
が 、
大っ

ぴ
らに
ワ
イ
ワ
イ
やっ
て
い
る
民
航

のパ
イ
ロッ
ト
巡
中は 、
こ
の
慣
泊

所の
三
疏コ
ッ
グ
の
作る
料
患
を
食

べ
て
い
る
の
だ
か
ら 、
彼
らに
文
句

をい
う
わ
けに
もい
か
ぬ 。
そ
れに

反
乱
事作
も
大
体
片づ
い
た
の
だ
か

・
1

ま
も
な
く
移
動
す
る
だ
ろ
う 、

誰が
す
き
好
ん
でい
つ
ま
で
も
こ
ん

ほか会 悶 ネ ・γ ト

TBS系
新番組ニュース
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高僑悦史隊問 弘

た
っ
た
ω

S
で

1
5
0
0
M

芸
術
祭
参
加
守

、
t

；－
E

二
時
間
ド
ラ
マ
ご
っ
さ
ぎ
顎、斗
淘」

しけ

金
も
な
く 、
名
声
も
な
く 、
イン

時
化
て
い
る
泌の
こ
と ．
北
山惜の
漁

テ
り
で
も
ない
二
人の
男 、
ひ
ょ
ん

師の

ス
ラ

ン
グ
で 、
白
く
似
る
波
踊

な
こ
と
か
ら
始
まっ
た
異
郷
を
さ
す

が
ウ
サ
ギの
飛
ぶ
姿に
似
てい
る
か

ら
う
珍
道
中 。
い
つ
だっ
てロ
マ
ン

ら
だ
とい
う ・

と
幻
滅
は
巡づ
れ
だ ・
そ
ん
な
男の

ナマ
な
旅
姿
が
二
時
間の
ド
ラ？
に

なっ
た ．

U
H7
日
の
『
う
さ
ぎ
飛日中
海』

は 、
数
多い
秋
め
大
作の
な
か
で
も

一
審
ス
カッ
と
し
た
函
白
さ
に
あ
ふ

れ
た
閉山の
ド
ラマ
だ ・
タ
イ
ト
ル
は路間 弘

う
さ
ぎ
飛
ぷ
北
の
海へ
｜｜

う
さ
ぎ
飛
ぶ
時
化の
目 、
9・
9

ト
ン
の
白山
崎
丸
は
織
笠の
花
咲
浴
か

ら
出
航
した 。
岩
国
（
市
総
悦
史）

と
その
弟
分
鷹
取
（
隊
問
弘）
の
二

人
の
漁
師
も
操
り
組
ん
でい
る 。
滋

に
閉
ざ
さ
れ
た
冷
た
い
海
で
官慌の
録

業
はつ
づ
く
か ‘
思っ
た
ほ
どの
水

錫
げ
は
な
く 、
山船
内
はい
ら
だ
っ ．

そ
ん
な
あ
る
目 、
総
業
中ケ
グ
を

し
た
岩
国
は
アメ
リ
カ
沿
熔
符
備
隊

の
手
で 、
ア
ラ
ス
カ・
シ
ト
カの・M

院
に
迷
ば
れ
た ・
古
来
も
通
じ
ない

ま
ま
手
出
て
を
受
け
る
岩
闘の
前
に

7
1
チン・
光 ・ナ
（
低
賃
千
泌
子｝

と
名
来
るU
本
女
性
が
現
わ
れ
た 。

光
子
は 、
ア
j
リ
カ
人
と
給
料附
し
て

ア
ラス
カ
に
来
た ・
一
児
を
も
う
け

高f！唾悦史
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食
訟
の
前
半
分
を
占
め
て
い
た
あ

の
代
航
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
述
が、

急
に

u
さ
わ
め
き
山
し
た。

ま
る
で
犬
の
鮮

れ
に
脂
身
の
肉
を
投
げ
あ
た
え
た
時

の
よ
う
に
。

独
立
回
の
者
述
も
つ
ぎ

つ
ぎ
に
食
べ
る
の
を
や
め
、

扱
り
返

っ
て
そ
の
方
を
見
た。

林
台北
米
も
思
わ
ず
顔
を
あ
げ
た。

途哨
に
彼
の
り
が
ギ
ュ
ッ
と
絡
ま
っ

た。

彼
’K
た、

彼
’K
が
な
ん
と
こ
こ

に
や
っ
て
来
た
の
だ
！

彼
女
は
何
度
も
縫
い
直
し
て
身
体

の
総
に
ピ
ッ
テ
リ
と
合
わ
せ
た
カ
ー

キ
色
の
市
加
を
ポ
て
い
る。

以
く
て

濃
い
シ
ョ

ー
ト
カ
ッ
ト
の
頭
に

市相

を
ア
ミ
ダ
に
か
ぶ
り、

毛
先
を
内
側

に
桜
く
力
1
ル
さ
せ
た
髭
型
は
、

そ

の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
色
白
の
傾
を
い

っ

そ
う
き
わ
だ
て
て
み
せ
た
。

彼
女
は
白
〈
光
る
真
珠
の
よ
う
な

愉
を
山
し
て
大
戸
で
笑
い
な
が
ら、

ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
を
自
の
uM
に
か
か

げ
て
い
る一
玉、
六
人
の
若
い
氏
航
の

パ

イ
ロ
ッ
ト
迷
が
先
を
争
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
の
肢
か
ら
ピ
l
ル
を
そ
そ
ぐ・

北会
色
の
液
体
が
泡
と
泌
じ
っ
て
滋

れ
出
し
床
に
こ
ぼ
れ
た。

ま
た
ひ
と

し
き
り
絡
戸
が
つ
づ
い
た
：
：
：。

林
立
川水
は
答
を
凶
く
と、

低
い
戸

で
出
力
夫
に
い
っ
た。

「
疲
れ
た、

絞
る
よ
L

す
ぐ
に
山仰
を

雌
れ、

く
る
り
と
般
の
ド
ア
か
ら
山

て
い
っ
た。

術
舎
の
二
階
の
廊
下
は
治
ま
り
か

え
っ
て
い
た。
パ
山
信
が
ク
リ
ー
ム

色

七
＋
八
万
台
川
ふ
れ
が
・m
l
友
会
が
ま
と
め
勺
九
川
芯門
倫
中
1
ムH
R
は
し
l
八
り
附
F：
UHhハ
十・ハ

立－＼
こ
れ
ま
でのHM
M川
たっ
た
今
年

’
M
を
約一
二．
h
ムN
K
M
り
祈
d
uu
k
な
『

ト’Z
よ
れ
HH
t岡
山
が
M町
別
な
う・
λ
に
mdr
向
川H
am
前
作
並
み
の
佐川凡
を
純
u押
し
た
た
め・

な
所
に
い
る
も
の
か
。

林
泣
米
は
管
が
空
け
て
お
い
て
く

れ
た
席
に
腹
を
お
ろ
し
た
。

独
立
団
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
述
中
は
皆

静
か
に
腰
か
け
て
、

老
荘
の
手
口
聞
を

つ
か
っ
た
よ
う
な
う
ま
い
料
理
の
く

る
の
を
℃
っ
と
待
っ
て
い
る＠

い
つ

も
は
楽
天
家
で
お
し
ゃ
べ
り
の

僑
悩

ま
で
が
今
日
は
い
や
に

お

と

な

し

い
。

比白
の

気持刊
は
言
わ
ず
と
も
よ
く

わ
か
る
。

こ
の
戦
闘
は
勝
利
の
う
ち

に
終
っ
た
と
は
い
う
も
の
の
、

自
分

た
ち
の
凡
弟

姉妹
を
も
殺
し
た
内
戦

で
あ
る・

光
栄
た
な
ど
と
言
え
る
も

の
で
は
な
い
。

だ
が
服
時間
貝
が
大
瓜
に
盛
っ
た
料

理
を
巡
ん
で
来
る
と、

静
け
さ
は
一

瞬
に
し
て
磁
ら
れ
た。

版
を
す
か
し

今
週
の
数
字

FB

 た
活
者
の
と
び
っ
く
よ
う
な
頗
に
な

っ

子＠

「
他
は

老荘
と
縫
れ
ら
れ
な
く
な
っ

ち
ま
っ
た
そ
」

「
円
袋
を
破
く
な
よ。

も
う
ち
ょ
っ

と
少
な
め
に
取
れ
っ
た
ら。

他
に
も

居
る
ん
だ
か
ら
！
」

「
こ
の
禍
牛
肉
は
老
荘
が
杭
州
で
祇

込
ん
た
の
だ
と
忠・
ヲ

帥附
け
て
も
い

い
。

こ
ん
な
に
手
早
く
で
き
る
筈
な

い
も
の
L

林
立
川水
も
阪
が
空
い
た
の
で
来
栄

肉絡
を
ニ
っ
と
攻
訓崎
明細
川脳
を
一

つ
取

っ
て
、

あ
つ
あ
つ
の
マ
ン
ト
ウ
に
添

え
て
食
べ
始
め
た。

そ
の
時、

不
怠
に
鈴
を
似
る
よ
う

な
災
い
戸
が
問
え
た。

ど
こ
か
で
よ

く
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
戸
た
！

ほ か 会 いl ネ ッ ト

て
挙
制
だ
っ
た
が 、

二
年
前
に
夫
を

な
〈
L 、

今
は
告
悶
の
よ
う
に
入
院

し
て
く
る
口
本
人
漁
師
の
快
叫酬
を
し

て
い
る
明
る
い
女
性
だ

・

安
心
し
て
版
リ
こ
ん
だ
お
悶
が
自

を
き
ま
す
と 、

枕
元
に
鷹
取
が
立
っ

て
い
た ．

ト
ラ
ブ
ル
で
シ
ト
カ
に
緊

急
入
浴
し
た
紛
か
ら
上
っ
て
来
た
と

い
う ．

巡
回
は 、

そ
れ
が
密
入
国
に

な
る
こ
と
を
総
別
し 、

鷹
取
を
紛
に

mm
し
た ・

だ
が 、

鷹
取
は
併
ぴ
お
凶

の
と
こ
ろ
へ

帰
っ

て
き
た ・

「
兄
段 、

船
が
出
ち
ま
っ
た
／

」

こ
の
ま
ま
で
は
光
子
が
ま
さ
ぞ
え

に
な
る
と
思
っ
た
岩
凶
は 、
叩
仰
さ
手

紙
を
践
し 、

鷹
取
を
巡
礼
て
約
院
を

刷脱
走
し
た ・

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
に
は
岩

国
の
知
人
で
尖
業
家
の
地
餓
（
丹
波

留
郎）

が
い
る ．

何
と
し
て
も

行
か

ね
ば
：
：
：

こ
う
し
て 、

ア
ン
カ
レ
ッ

ジ
ま
で
の
千
五
百
キ
ロ
を
た
っ
た
初

ド
ル
し
か
持
た
ず
に 、

。
業
も
お
せ

ぬ
こ
人
の
旅
が
始
ま
っ

た
：
：
： ・

ーーー” （P R)
’！＇B§).!Oi'C肯MBS大阪 ＊CBC名古似合lRJKB M間 合：HIBC北海道 ＊TBC f1lif； 肯RCC 1.i.； 仏 肯

実
話
に
も
と
づ
き
現
地
ロ
ケ

ド
ラ
マ
は 、

ア
ン
カ
レ
ッ
ジ ．

シ

ト
カ 、

北
山間
近
川悦
・抵
と
ロ
ケ ．

二
百

カ
イ
リ
問
題
を
品円
品川
に
展
開
さ
れ
る

が 、

ロ
ケ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ひ
ろ
う

》』
1111

ア
ン
カ
レ
y

ジ
で
は 、

早
川判
の
7

ラ
プ
で
の
録
商
ど
り
の
こ
と

．

山川
殺

の
は
ず
の
丹
波
が
い
な
い

。

お
で
は 、

制
か
ら
ア
ル
中
が
桜
行
す
る
そ
の
地

械
の
常
で 、

店
主
が
大
山刊
で
静
つ

げ

ら
い
の
老
エ
ス
キ
モ
ー

を
氾
い
H払・
っ

て
い
る ・

ス
タ
ッ
フ
一

凶 ．

何
山け
か

と
店
の
外
に
出
れ
ば 、

エ
ス
キ
モ
ー ．

「
ア
イ
・

ア
ム
・

ア
ク
タ
ー

ι

と
叫

ぶ
こ
と
し
き
り

何
と
も
み
す
写
ら

し
い
丹
協
の
扮
笈
に
店
主
は
必
る
や

ら 、

ス

タ
ッ
フ
は
笑
う

や
ら ．

劇
中
人
物
は
災
必
の
モ
デ
ル
が
あ

り 、

マ
ーチツ・正
子さ
ん
が
中山
名

シ
ト
カ
で
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
よ
う

倍
賞
に
終
始
円以
を
つ
か
っ
て
い
た ・

抑制
沼
市
で
は
卜
じ

年
ぶ
り
の
ロ
印

に
街
中
が
わ
き
か
え
り 、

問
俄・
d’
川

の
初
体
般
の
叫開
業
シ
l

ン
も
本
物
の

漁
師
の
リ
l
ド
よ・
っ
し
く 、

ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
映
像
に
な
っ
た ・

お
術
祭
ド
ラ
マ
郁
門
に
T
B
S
が

十
年
ぷ
り
に
参
加
す
る
作
品
で
あ
る －

V
「

う
さ
ぎ
飛
ぶ
mm』

け
月
7
日

月
曜
よ
る
9・
促
1
m・
回
全
国

T
BS
系ネッ
ト
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間嗣国

の
りJ
墜
と
濃い
茶色の
床
板に
ほ

の
附い
泌
を
滋し
て
い
る。
林
立
公

は
ひ
ど
く
疲
れ
を
感
じ、
ドア
を
刷付

し
た。
河
聞
きの
窓
を
外に
向
けて

あ
け
放っ
と、
し
め
り
%
を
含ん
だ

夏の
夜風
が
さつ
と
吹
き
込んで
来

た。
川、民！
な
ん
だっ
て
ま
た
彼
k

と
注っ
て
し
まっ
た
ん
だ
！

彼
はテ
ー
ブ
ル
の
上
をこ
ぶ
し
を

固めて
カいっ
ぱ
い
叩い
た。
空
虚

な
行が
こ
の
紛か
な
夜
に
こ
だ
ま

し、
彼
は
はっ
と
設に
返っ
て
泣
突

し
た。
窓
辺から
雌
れ、

不服の
上

衣
とY
シ
ャ
ツ
を
脱
ぐ
と、
浴
室の

灯
り
をつ
け、

浴納の
蛇口
を
ひ
ね

っ
た。水

道の
う
る
さい
行に
ま
じっ
て

准
か
ドア
をノッ
タ
し
てい
る
ぎ
が

きこ
える。

コ醇儲か
？」

「
市中Hで
あ
り
ま
す」

い
ま
までの
複
写
機の
魅
力
を
集
大成した、
小
川七
乾
式

．也
子
惚
一心
機、
コ
ピスタ
1
90
00。
ミタの
技
術の

仙
川
を、
今、
む
川けします。
術
桁〉
498，
200
川

寸
牛
乳
を
持っ
て
米
ま
し
た。
ざ
き

犯は
なぜ
夕
食
を
パ
し
あ
が
ら
な
か

っ
た
の
で
す
か
？」
こ
の
持
者は
そ

の
辺
白
を
聞
き
たい
様
チ
だっ
た。

林
立
米は
答
えた
く
な
い
の
で
そ

の
ま
ま
浴
室へ
とっ
て
返
す
と、
下

円十
〈
衣
新
を
脱
ぎ
体制て
浴凶引の
い怖
を

ま
たい
たJ

A上
－H1を
沿品川に
沈め、じ
ー
っ
と

し
てい
る
と、
身
体
中の
緊
伎と
疲

れが
体
内か
ら
じ
わ
じ
わ
と
渉み
山

て、
山楓い
渇の
小に
・釘附け
て
い
く
よ

う
だ．
そ
れ
な
の
に
胸
の
い
ら
だち

と
仰と
もい
え
ぬ
%
だ
る
さ法
逆に

強
まっ
て
き
た。
彼は
蛇口
を
ひ
ね

る、
とシ
ャ
ワ
ー
を
頭の
てっ
ぺ
ん

か
ら
浴び
た。
つ
め
た
い
水
が
勢い

よ
く
州
全
体に
か
か
り、
川O
M勾
h刈が

少し
ずつ
匙っ
て
米
る。
今
ロの
山

米事
が
すべ
て
限の
前に
浮か
んで

き
た。
あ
あ
！
今日
は
重
要
な
底

火の一
黒
川崎
だ。
ま
と
め
と
以
行か・

しっ
か
り
と
やれ
ね
ば
な
ら
な
い。

ぬ
を
タ
オル
で
ゴ
シ
ゴ
シ
ふ
い
て

対主へ
民る
と、

旬践は
まっ
附で

灯
り
もつ
い
てい
ない。

位向AV山も
そ

っ
と
引
き
下っ
た
ら
し
く、
大
き
な

コ
ッ
プ一
杯の
牛
乳が
机の
上に
日

い
て
あっ
た。
ちょ
う
ど
桐
山市が
沿

い
て
い
た
の
で、
その
氷の
よ
うに

ひ
えた
小
乳
を一
%に
飲
み
干
す

と、
冷たい
爽
やか
さ
が
気
持
をキ

リ
リ
と
さ
せ
た。

忠則衡の
暖
かい
友

MMが
胸の
小に
ほ
の
ぼ
の
と
ひ
ろ
が

っ
T
彼は
ラ
ンニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
と

ズ
ボン
下
を
おて
か
ら
日
佼
肌
身
離

さ
ず
持
ち
歩い
て
い
る
黒い
川
新カ

バ
ン
を
取
り
山
すと、
窓
際の
机の

い川に
坐っ
た，

カハ
ン
の
小の
茶
色い
火紙のn

lι
似
を
版のuMに
ひ
ろ
げ
る
と、
引

上ス
タン
ド
の
灯
り
をつ
け、
今日

の
感
忽と
反
行
を
HA
きは
じ
め
た。

17
月幻
口、
パ
列川
市伊作は
今日
で

一
応
終結
し
た。

一、
鴨川
生の
似
附は
不
明、
中
央

は
どの
よ
うに
隙
呼泌
を
処

分
す
る
か
？

二、
な
んの
た
め
に
大
京
区は
敢

え
て
武
hで
中
山火に一反
抗し

た
の
か
？
その
限
必は？

一－一、
反
主叩は
ど

う
し
て
こ
ん
な

に
多い
の
か
？

四、
ジェ
ァ
ト
戦
闘
機は「
内
戦－

に
は
効
米が
ない3

五、
長
距
雌
川
大
砲へ
リコ
プ
タ

ー
を
開発し、
官
挺
部時の

陥
ド
H法
を
改
み
する必
援

が
あ
る＠

六、
空
市・は
政
治
事件
を
緊急に

制
一比
する
呪
裂
な
力
と
なっ

た
が、
陣
海
軍は
行動に
時

間が
か
か
る
の
で
役に
な
た

ド 、＠
tNL

』

林
立
来は、
今日
の
山
米
恨
をい

ろい
ろ
と
乃え
分
桁し、
－
心に
今

三田工業株式会社
車 社 .k , iii !'J·.日比町5 � •• 宮 町i荷】）1171 kf�l 
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後の
対策に
没
頭
していっ
た。

突
然ド
ア
を
粍
くノッ
ク
す
る
計

が
し
た。
仙以が
似り・返
り、
ま
た
何

も
応
えぬ
う
ちに、
ド
ア
が
般か
に

あい
た。

「
議？L

缶百が
稲屈
を
出
て
か

ら、
彼は
謎
をか
け
る
の
を
忘
れて

い
た。
し
まっ
た
！
いつ
も・身に

つ
けて
い
る
ぬ山河
川のピ
ス
トル
は

い
ま
枕の
下に
あ
る。
彼は
稲
災の

よ
うに
比例
子か
ら
立
ち
上っ
た。

寸
わ
た
し
ょ、
入っ
て
もいい
？」

と
い
い
な
が
ら
彼次は
も
う
入
ろ
う

と
し
てい
るa
こ
の
頃低
め
！
明

るい
キ
ラ
キ
ラ
し
たっ
ぷ
ら
な
断、

人
を
誘
うよ
う
な
経
く
聞
けた
．倍、

し
な
をつ
くっ
て
ド
ア
に
よ
り
か
か

り
ほ
ほ
え
ん
でい
る。
と
思
う
ま
も

な
く、
す
る
り
と
身
を
く
ねら
せ
て

郎Mmに
入っ
て
く
る
と、
さ
り
日凡
な

く
ド
ア
を
閉め、
鍵
をか
け
た。

〈
以
下
次
号〉

氷
室
鴻
訳


